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 クロチョウガイPinct-adamarga1へ!七げera

lL,1  の増殖に関する基礎試験(1V)

 幼生の室内飼育と飼育条.件について・
 I諸言

 近年,.湖筆漁業の振興対策として海面に恰けろホ.,1I.=胸物の養殖事業が強力に取.ヒけられ,その

 繊星条件としての願笛確保が大きな問題点と在りているが,クロチョウガイの鳩合は自然繁殖貝

 だけに依存していて計出生産ができないことのほかに,自然の母貝絶対・謎が少たくしかも人工的

 施設の加えられない外侮水域で密度一過少に分布するため,室内に拾ける稚貝採苗が要求されて㎞

 る。

 '59年の年以来継統実験し北ところq)NH4oH海水中で受精させることによって良好な発生
 をなし,Voユi9θr初期までの雀生過程を追及できたが浮遊幼生の飼育は殻噴の隆起する時代
 いわゆる第1次のC吉iticaユSta9θで減耗しつくしSPatまで到達できなかった。これが

 原因については,飼育管理.,餌料生物など2,3指摘されたが,今年度は飼育操作に便利な大島分

 場で実験し始めてSpatまでの飼育に成功した。本報ではVθ↓i96rの初期からSpatまで

 の発育過程とSpatの行動たらびに室内における飼育の物理,化学的条件について記述する。

 報告にあたり御指導,御便宜をいただいた前田耕作分場長始め転員各位に感謝の意を表する。

 たお幼生餌料としてMioroAユ暮a6を分譲していただいた東京大学平野礼次郎博士,Cha

 .tooい。日目i囮P工6汰(var・)を送付下さつた東海区水研梅林侑技官,D1加au9肌at8
 ft80ユ日Ctaを分譲し本突駁・の当初から御懇切な111'教示,御指導を賜った鹿大水産学部和田

 消澁教授に満,艀の謝意を表する。

 ∬材料と力法

 (供試母貝)5月下旬佐多岬漁協地先で清水深販した3～4年貝で,7月上旬の輸送時'まで侮

 潟地先で養生した。輸送は試験船がもめの活艦内に収容して行い,所要時間38時間後大島海

 峡瀬戸内地先の仮筏に塑下し、受精の都度適当なものを選んで使用した。

 (人並受精)'5砂年の方法にならい㍉O舳40Hの1・5～1・6%海水中で媒精し正常なV61ig
 6rが走られ淀。90口adの充満した個体の弁別は可成りむずかしく,肉眼的にはSpθ舳の状

 態のものが多かったが,受精率け60}75%であった。上記N舳OH海水のP齪ぱ8.6～8.
 9である。

 (飼育容暑})25L水かめ2ケ,30L水かめ5ケのほかに小容器として5山jar4ケ,
 5Lビーカー1ヶを使用した。この飼育水榊寸さらにコンクリートの水槽に収容し飼育水の水

 湖上昇を調節したは唐・,各水槽にけガラスあるいはガー・1土の張ったふ、セをして異物の混1入をさけ丸

 (商、舳い1パ,舳!沖舳で表州1水い1峠柵竹Llって綱して川い・汲上け一「良
 .2苧率!海外争今って苧～.!2.Lあ王埜』芒三.竺沙?」±争竺芝主二二.二讐£『旦芒ミ.二三ニュ_・・
 ・豪本報告のr部は37年度日木水産学会釈尋・大会(次長崎市)にて発表した。
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 一七牽ばり幼生の逸散をさけ淀。

 (鮒操作)㌣。舳O嚇柵・一風た卵は滴戦濾迦出水て岬以上洗い・川・・
 Spθr皿を充・分除去1ノてから3～5山ビーカーに1二1;して発生.さば・さらに工川εbo⊥」ho・・卜■

 tagθとたって浮上したものを1一貫次5～5Ljarに移し,1〕一型幼生に1{一してから25～50L

 水がめに日日tした。oθt蜘吐減耗tみこして飼育水5エロユあて1ケ体の割合とし,受:一.縦30
 ～40時間で船解し始あ1日2一一3回静かな:1三枠を行っ、乞。換水け前記のと知り毎日行う1二と
 を原則とし・コレクターとしてク{リガ㌧:スを施設した。水楮の水淵ば1日脚'lOい。1

 O05,BOI,PH,.幼生の.成長・等河ついては2日毎に測定した。

 (給餌微星物)V6μg町初期には大島海峡で分離し走Mona3日PのほかにMicro
 A}gaθ及びCha6tOcoro日日i卵1目X(v・ar.)を単一あるいはMixして撮清水1エロ1当

 り2万Cθ4■臼に在るよう毎日計数給餌した。幼生の壷顕が膨出してからは(SL140帆以上)
 D1ユn包ユi目ユエatort8oユθctaを5.口二!08～8,000caユエ日あて投与したほか,肌。r卜

 A工ga冒も8,OOO～10,OOOca■ユ。あて加給した。

 w結果と一考宴

 t飼育経過

 7月22日第1回受精のあと7月29日,8月9日,17日と4回にわたって人工・受精し,正

 常発生した幼生を飼育したが,ア月22日受精の幼生は殻』贋の隆起する殻.長100～110旭程
 度で死滅し飼育を中止した。しかしその続の一3回ともSPatを確認できたが,晩rエyじ皿
 bo一日tag8の減一耗ばいずれの場合でも可成り大きく,7月29日の幼生は.3抱のうち1・槽だけ

 8月9,1ア日受炉の分はS6tした水槽室部が榊tとなった。とくに8月17日受;1':の幼生

 は極めて1噴調な発育を示し,受精してから30日後にはタモリガラスの6Cm一当り1ケの割合に

 Spatが確認された。

 7月22日,29日受緕した幼生の飼育が不成隠に終ったことは換一水が充分でなかったため

 水質保持が正常でなかったことと,後述するような飼育水の強化が行われ左かったためと恩わわ

 る。そして輸送後の養生期間が短く,健全な卵,浩子のえられなかったことも大きな婆困と考え

 られる。

 2幼生.の生.長と運動

 切出した卵,一精子を用いN脳。H・海水中で人工受構し正常発生したものは15～16時間で貝
 殻がで竜あがり(付図1)20時間内外で殻長ア5〃前後の初期D型幼生となり(付図2)水槽

 σ表面に密集して簡単な運動をしているが,ヨ5-40。時間後にはbingt目。t単と消化管が

 形成され,Voユumによる活発な上下運動と摂餌を行うようになる(付図3)o
 D型幼生以後の生長は,飼育水槽の太ささ,管理操作,給餌微生物等によって不均一が生ずる

 が2,3の例を示すと第1表のと狂りである。
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第1表  クロチ・ヨウガイ圭カ畳{の成長生
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槽._  CオくAピー一カー.
 且一に

※Spat

 註ム水槽W一堂9媒締Mo口a日日pMio廿0Acgaθaωod容積25;口・
 B"、冊一9"''"35工I

 C"、剛一17"MioroAIgao,Dunaユio}■a旬ad一目d"25通

 Aビーカー"Mona日目p,Mユ。roムIgaθaaaeα"I5L

 即ち,飼育管理が、悪く(A,B水槽)容積・の小さいもの(Aピーヵ一)ば生長が劣りム水

 槽は36日目で帥ユエ9rown-8tag目と次り目水槽は26日でSL210〃以上と在てて

 Fuユエ佳rown一日tagθ雁達しているが,これらは5LJarで飼育したものより遅れている。

 このことば小容器でも充分日patのえられることを示していると同時に,飼育操作以外の幼生の
 活力が大きな影機を与え・るものと考えられる。

 正常な生長をしたとみられるC水槽をみると,6日後には殻{100月】以上となつて殻頂が降

 し始め(付図4)12日後には貝殻の事寄絞も明瞭と庁って維貰隆起幼生に年長する(付図5)
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 この間の生長は1日平均10～15口前後で擬鋤が活准と≠・り16日陰には殻頂2001ユ以

 上どたり,18日後には!股点が生、じ織壬の宿生した足二1㍉刊」;してユ“1壮■藺rown-ot呂…;3とな

 り(付図6),`j一着器として言籔.正したタモリヅラスハには24日後に沽めて8Patが硫・}された
 (付図7)。
 O㎜bo一日tag6以後の幼年.ば度矧一触りの〔山揮耐1をし1千がら遊籏し,それ以前の単λる上下

 運動とは異なった運舳をなしまた付着直目朽F皿ユigrOWn一日tagθの幼.生.はよく発流した

 足で棚行醒軌充すると同時に,Vθユu皿と,±を出して水中を遊泳する(第1図B)oこの時期
 の制行連珊は足を充分伸してから殻全体を移棚するが,日τ「乱tになってからは足を仲した一まま伸

 縮躍動せずよく術行し,その速さは1分問μ㌧5㎜脈浄する(第1図C)。
 Vθユumぱ何一着の前後に

 吸収ないしは崩壊される
ABC

 らしく退化してくるが・

 ∴ψ◆機劣
 殻外に出したまま短毛だ

 けが梯に独助するように

 才1レlF一足立り強い刺激を与えると
 V-VOユu〕

 殻外に剥落される場合も

 ある。鰯は付着前に形成

 され,放一長300u近く

 に達した個体でも鯛のできたいものぱ付着生活に入らないようである。

 付着ば8Patの原殻を測定したところでは殻長225.03,298.9皿,平均265.6u,殻

 高21926～2499・u・平均24Z9旭で行われるようで・飼育成磧の悪いものは目%Bが
 歩きくしかも異型もr般1て小型であるが,順調な発育を示し足ものは日Patもやや大型である。
 欄ま卸¥に分泌さオ昭一票合(付図8)互蝸`1方だけ牡繍出して分泌されるも伽;あり,40胆以上になると穆鍛D
 分脇行加岡目物樽勅鱗茎され(句図9')48脾前髪廠ると謬長が殻高に比して長大になってくる。
 叉この時期になると移動が激しい。例えばタモリガラスに付着した日patをそのまIま水一橋から

 取出し,シャーレー中で測定作業をして戻した翌日には足糸を切って移動して拾り,墳境の変化
 凌いしは刺激に対して敏感である。そしてガラス面の目P乱tの足糸をきって別のガラス面に移し

 1～2分後ゆり動かしても鮒.れないことは,足の吸着力の強いことを示していると考える口
 畠Pat初期()生長については,このよう庁務酎が激しく同.個体を追跡することけできをかっ

 たが,各水槽を平均してみると,受精後30日で穀渋350皿内外,35日で400iユ,40日内
 外で450・瓜位に達するものと考メ.られる。

 クロ手ヨウガイ幼生の生.長を鮭の真上一11一=I}貝の幼生生長と比較してみると第2図に示すと拾りと

 たる。このうちマヘぱ58年大む分;壬が30L水枯て地1.したものであり毫)('59～'`0年
 にはこれより良好次式積'をホげているが,吋i㌦il{1土1三k記録.がたい),7コヤガイは小林,結成

 5)の詳しい報告があるが,大型コンクリート'ソグ二局・,了師育規模が大一…〈比・ll・・声・じ、古い、つ
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 で,瀬戸口書)が158年国立真珠研究所で15L水槽を用いて打つだ結果を示した。

300

 A.P工工=argaritifθr{

B.PmartθnSii

C.PtθriaPenguin
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本2図  真珠貝類幼生の生長」・ヒ較

 図示したとおりクロ手ヨウガイ幼生の生畏はマベ,7コヤガイより良好な結果とたった。即

 ち,受精後6日頃から差が生じ始め,16～20日後に最も大きな差が生ずるが,30日後に在

 ると大体同じよう方成長過程をたどり,大型の貝であるマヘが曲線的な生長過程であるのに反し,

 ク1コ手ヨウガイは直湶的な生長をなして正常な発育をみたことを示している。そしてFuユ19

 ro岨n-6τ巳g6に達する期問もIクロ手ヨウガイ18日,アコヤガイ22日,マベ33日と相当の

 時差があるが,クロ手ヨウガイでも飼育成積の悪い場合ば22～30日にも及ぶことがあって,と

 ∩不均一を解消することが室内孫舐成否の一つ1.)カギと云え・1。。
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乙飼育条件

 貝類幼生の飼育条性についての詳しい報告け殆んど見当ξ)ない。榊(水質フニ作につ㌧て'れ{

 らかにされて拾らず,飼育管理上の穴きな陣±となっているが,4ロサ・ウカ'一散」且二」'に当つ・(丸
 る知見'とえた。

 水質:一抱ny岨㎜bo一昌ta9θで減耗しつくしたI,V水溝(11ト22受一1言)正・1旅発
 育をして8patの確認されたA,B,O各水槽を水質分析した結果は算2～塘5式のと尤・りであ
 る。このうち水漏ぱ1日数回測定した飼育水の平均水温を示し,O・ばウィンクラー法,Cユは
 モールの銀滴定,CODはアルカリ処理によるヨードメトリー,D0工(生物的酸素指数)は諸岡
 の提晶した方法,0),PHは比色法によったものである。
 水温は2綱以上2胸以下で,飼育水槽はコンクリート調節枯に収容したのでかなりコソス
 タ=/トで大.島海峡7月中旬4)の表面水温より若千高目であるが,幼生に悪影響を及ぼすよう
 在一高水温とは考えられない。

 溶存酸素は3.8』～4.75CC/L,飽和度ぱ80・8～106・3%の問で変化し・大島海峡のそ
 れより小さくなっている。

 塩素量は黒潮流域のため比較的高くて19弧以上を示し,特に換水を頻繁に行わ左かった水槽
 は非常に高かんとなり,ある程度幼生に審作用を与えたものと考える。

 CODはO.0093～O.34341PPMて大島海峡のCODより高目を示し,BO工ぱ0・825～4・3309

 で管艇が悪いと急激に上昇し汚染されてくる。

 水槽別の変化は,換水を2～5日毎に行いMona目圓p.を主にMioroAユ9aθを補助的に
 給餌したI,V水槽では,幼生の厘。t前即ち清浄広濾過海水に比較して,Oさが減少しC1,CO
 D,BO工が高くなり,特に。1が上昇し,BOIが5倍近くの増大を示すことば,飼育水の悪化

 が相当進行して幼生の減耗した最大の要因でぱをいかと思われる月これに対し毎日飼育オ・の与

 第2表A水槽水質分析表
 (Miい。AI9・・,D,ゼ町・帥岬t・砒d)

          ア帽%o・(・鋤o、ホー           .伽ψ僻)oo1)(冊のBOI二PH備'.考
          ot前2Z14〃551001o一一'19160」]373一2119835

          …一一I■1■』

          4h後2ア44583%8η15OP559.576i
          1L'一一川II

          8五ク2ア5埴999932191502049087ア6一

          12b'2刀4μ29521918口j〕186.5ア38一

          24h42Z3408099241914q00931.2499一

          36hク2刑4140ω92519190P931t651883

          48h42734.細柵929191401676.0178・「
          4日2ア345399561907oP812.8848ろ

          6日2704.16ア8751916P0325一'一1.60684
          8日2ア64168ε831907■■0113722F2I眺

          ■^

          1難LL眺4052ε581田8Ojg4954こ19棚
          ''L一'一'

          ‡}4P8フ㏄'帆i102型j舳3.ろ          一十一一一青㌣上箏讐薫'          ■■■'■I,

         
 
!
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着一;3表  B水槽水質分析表  (Mona目  昌P.Mioro一  ムユ酢・眺“d)

         」.ooむ前フ蠕0爾迄ウρI二3(ラー)・0D伊叫BO工一H備考         2ア84“159アこ1則9016761.07768.3

         4h後2Z55」コ47106フ19090.1676=3刻69.'.一'…一一         山■'
         一一0■

         8h〃2.54三87793P'凹19120P93127361.
         2hク2刀44020g23;9川q03'324246一

         24h〃2713蛎拐192P190フOPo7326ψ2.

         36h〃27043343909191100745299238.3

         48h4273蛎7299841906口074527659'

         〃2724610%81魍8q048731馳8.3
         6日〃2刀423288519犯0Oj〕6団2.囎983

         8日〃ZZ73934.833191そqD97529918.4M01ユa8目Pのad-d8d一中止

         10日〃Z7639568381907058983フ21ε8.3

         21763B82砲219150276136738.4         12日414日421ア541168821918O.162423748.4
         16日42軸390582ε191501299t6838.3

         第4表C水槽水質分耕表(Mona目目p.ad-d。目d一)
         日at前2η45894%219110㎜491j〕3858.3

         仙後2ア44フ481100.319110223541228`

         8hク275447「.一.一2850・

         12hク2Z044珊59311912O.11184326ア一

         24h"2Z4仙71994519080009338667・

         36hψ2Z245050.90419110P373345558.3

         48hψ2Z33837880819D8020491.6868・

         4日ク2ア345犯95219000795936568.3

         6日ψ2ZO421588118940032525728.4

         8日ク2764P5285819030P32524018.4幼生は底に沈下運動不活激
         ○日〃2764059艶P1905006靱23848.3M㎝a日即.による飼育を中止。

         2日ψ2〃3842`一'1-7008.3新しい小水槽の幼生を霜ぴ8日t
         L一■'0

         4日〃275421989219180227424798.3

         6日〃.2ア5仙9192919180.14621.6498.3
         第5表※I水槽水質分析表

         フ蝿㈹。(・榊手一Zo～¢)一D(珊^、BOI備.考
         1目目t前2ア1446994フ19300.12450日肥
         2日後2724292卯.91%9015562217

         4日"2舳42859021%60.14012卵1
         一一一一

         6日"2644.ヨ27∫o.11951001564.1836

         「売。2乃…士里1948む小引4.2323
         一`..。一一-1,■■,R3,922193フ0μつ5。、耐二一         仙891.419110,186き4P950削竹劫牛刷毛

         MicrOAI9乱θadd一目d一
 電界薫…

 add一目d一

 ・'237一



 V水槽水質分析表

         木η脇蝋%)肋e珊)BOI鮎'リ
         ■'一''0.■一

         290.5193300467・

         4日"2744.31290.6193300156一

         6日"2Z24420193.219370j2452144

         8日"26.44.41291.91937009342270

         ○日"26.44.39290.O195100%741101

         2日'I2Z14.44993.61951010933夕961

         4日"26414.5719t119290031213ろ761浮遊幼生滅耗

 身を換水し餌料生物も〕!りた名水1能の水質をみると,舳舳ムユ・・θ単一種を与え先ム水槽と
 MiC「OA]一9aa,MOna目8P.を皿ixして与えたB水槽では,O。が減少し,COD,BOI

 が高くなる頃向はあるが大きい変fじがないの減寸し,Mona日町だけを給餌したC水槽はこれ

 らの増減変醐1はげし/,川が急激に高くなることは去一λの換水でも,自然海水に近い水
 質の保持はできをいことを物語っている。

 時置的在水質の変化をみると,A水槽は幼生をSotし給餌し始めてから6日凄まで大きな変化

 はなく,8日以後幾分患く立っているのに対し,B水槽もBO■だけが一意昇しているだけで大体

 平衡した水質を保っている。C水槽ば4時1問後にO,が蝋加し過飽和であるが,BOIが4倍以

 上に増大するのを始め各要素の変動が大きく,8日後幼生が沈下し運動が不活激に在って飼育を

 中止さぜるをえなくなった張本原因と考えられ,Mo口a8一目♀だけを与えて飼育する場合は,換
 水量を多くして水質保持をはかる必腰があろう。とくに外海に面した清澄浸海域に成息するク

 ロ手ヨウガイでは,O。が減少しCOD,BO工の増大することば致命的と考える6

4.餌料生物

 貝類幼生の食解生物については,カキを中心に古くから研究され,その樋類は20種近くに達

 するが1),これらけ無色の鞭毛虫類と微小藻類に2大別できる。
 無触毛一一1類では・㎝・目1。.が代表的在もので,今井等がカキ6),ハマグリア)に用い

5)
 叉小林,結成がアコヤガイに使用して良好た成磧をあげているが,勉は微小藻類を使って
 摂餌効果を高めて拾り,これら餌料生物は単`より混合して与えた方が幼生の生長はよいとされ

 ている14)。
 クロチョウガイ幼生の餌料生.物として供試したのは,大島海峡で分離したMon品目目P.のほ

 かにMi・・oAユ9a・,Cha・to…o日日imP■θx(帆r.),Du口斗i・ユ.■atθτtθo
 ユθCtaであるが・V弓■igar初期の餌料としてはMOna日目pよりMiOrOムユgaθの方

 が給餌効果がよかった。即ち,前項でもふれたようにMOna目6♀を給餌した卒槽はCO1〕,
 BOIが高くたって飼育中止の羽目に陥っている。そしてMOna畠日現を培一義する場合は,

 囮。dilユ皿にGユuoo日8を加えBaotθriaを繁殖させるため飼育水質の保持上遠心沈殿し

 で与えているが,在加以上のよう右悪変を招くことは再検討する必要があると考える。在拾,

 Mona8目耳は高温のため㎜ad-i1ユ㎜1m～当り200万。目ユ■日程度しか繁殖したいので餌料
 不足をひき起し易く,遠沈を行うため飼育水中での生存時間,いわゆる餌料として浮遊する時間

 が短く,飼育水中での適1性餌料濃度の維持が可成り困難であるという欠点があって,飼育成磧の

 悪、かった根本原因のづでばないかと考える。
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 MiCτOAユgaoは水質が大体平衡状態に保たれ,幼生の成長はごく良好でクP手ヨウガイ幼

 生鮮料としては適懸と思われる。夜間でも光緒を照射し,キレートされた重金属類,ビタミン

 類の添加3)によって皿6diu一血1㎜ξ当り.1,200万。eu日程度には簡単に増殖し,飼育水
 中でもよく生存して餌料濃度をよく持続できると同時に,大量培養が比較的容易であるという利

 点がある。

 V6ユigθr後期にたってからぱ,大型の】).t8rtθo1帥taを主に。h.'日i㎜P18x

 =(v一舳)とMiOrOAIgaoを補助的に給餌したが,いずれも目Pa埴で到達しているのでよ
 く摂取されて,その餌料効果は充分あったものと考えられる。

 5.飼育水の強化

 幼生飼育にあたってその飼育水の調節は,小水槽の場合とくに注意しなければなら老い問題で

 ,飼育水を流水式にすることによってある程度カバ、できるが,幼生減耗を防止するため飼育水

 の強化をはかってみた。クロチョウガイ幼生でも殻頂の隆起する時代に減耗が大きく,飼育成

 穫の悪い場合はこのとき死滅しているが,この時代は内臓話器官の形成発達より貝殻の膨出とい

 う変態期にあって一,この貝殻形成を補助促進させる意味で。aを添加した。即ち小水槽で予備実

 験して幼生に薬害を与えず成長良好在ことが判明したため,8月27目受精の幼生をSotした

 各水檜にCacユ。.'2H.o19τ/10阯t.の割合で添加し,更に換水用海水にも同量溶解して用い

 た。一

 大島海峡の自然海水中には13.56m9/Lit.のCa±十があるが,A水槽では1082㎎/皿t
 を示し,飼育海水のCa++が減少していることには,水中のCa+桔よく吸収していると考えら
 れ一,幼生の減耗が少なく成長の良好であつ大要素と思われる』
 田中.波多野11)は,アコヤガイによるガルシュームの吸収とその貝殻存よび真珠の沈着につ

 いて研究し,アコヤガイの貝殻.真珠のCa源は海水中のCaであると報告しているが,水槽内

 で高密度に幼生飼育するにあたっても,Ca補給は重要底意義をもつものと考える。
 PROVASO町,2～は,温度は直接生物に影響を与えるほか,高温になると徴量金属やVita
 m加等の必腰量が増大すると報告しているが,クロ手ヨゥガイ幼生飼育てば,水温26～28.

 Cの高水温で行われるため,これら徴量因子の不足も幼生減耗に大きな関係をもつのでは長いか

 と考えた。

 1例として`8月17日受精の幼生をSotした5山jarに下記のようなVita㎜i聰mh

 と,徴量金属をそれぞ池むOp目/Lあて添加したところ,自然海水だけの場合はumb0一目ta

 go・ま・での生残率Vita匝血・血xc㎝七a皿8(100he)T㈹aca皿6ta頂。O匝t趾鵬(100軸)
 が低いのに反し,胆iゆ85㎎牝醐ム

 添加した水槽の幼趾b伽刺油5膿砧(a80])

 生は,第1表に示Biot旭O・05㎎㎞(〃)

 したように歩減がniao血θO・05㎎血(("・)

 少なくて成長が一よ折ia帆n目2.5㎎G0(釧)

 く,F1ユニ1■一grOaFPanto危h8natalOエロgB(醐B03)
 Ow口二目tag6一酌池鮒坦1㎎

 直前咳で飼育できB120・01㎎

 た(調節楮の淡水

 が飼一音槽内に流入

100㎎

1㎎

 O.5㎎

4㎎

 O.O04㎎

20㎎
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 し以後の飼育は申上した)のは当然これら因子の作用も影響していると考えられる。

 以上Ca.yit舳i口.丁門ao8metaユ目の添加による飼育水の強化は,今回の小突蛉てば好

 結果を未たが・,。検一計する点が多く,今後は吸収効果,.磁当癒濃度,必須因子を追及してゆきたい。

 lV総括

 1〕岬4oH儀水中で人工受精し正常発生した幼生を室内の5～50工1の水槽で飼育し,Spat
 ・までの飼育に成功した口

 2iクロ手ヨウガイ幼生の成長は不均11…あるが,胴調な発一音を示した水福では,受精後6日で殻

 長100u以上とたって殻頂が蜂起し始め,12日後には完全な口皿bo一目tagθとなり18

 日後にはF皿ユエgτown一日tagoに生長し,.24日後に圓patが確認された。
 .3'浮遊幼生から8pat吉での運動,変態過程が追及され,とくにFuugrow卜目ta苧目幼生
 の遊泳たいしは葡行運動が明らかになり,付着生活に入る大きさは平均殻長265.61ユ平均

 殻高2479uである口

 ・4胴青海水の水質分析を行い,飼育成積の悪い場合はO,が低下し,oユ,CgD,BOIが高くな

 って換水を頻繁に行わ広いと自然海水に近い水質は保持でき凌い。一sPatまで到達した水槽は

 毎日換水したものであん

 51水質は餌料生物の種類によっても変化する。Mona目8P.を給餌した水槽ではB0工,CO]〕
 が増大して変動か激しいか,MiCrOムI9岬給餌椙では水質か平衡状態を示し良好涜飼育

 成磧を収めた。

 ,6〕vθ1igθr初期の餌料生物としてはMi6roAIgaθが適種と認め.られMqna日叩に比
 較して大量培養が容易で単位当汐の増殖畦が大きく,飼育水中での適正濃度を稚一持し易い利点

 、.があ・った。

 71飼育水中にCao.■2旺O,Vita皿in皿i㍉Tr岬。θ㎜己ta斗日を添加し,幼・生.の歩留り

 り,生長に可成り良好な影響を及ぼし丸ものと考えた。
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 クロチョウガィP1nct-adamaポg釘niti↑era
 luの異状へい死について

 I概況と病理組織学的所見巻
緒言

 鹿児島県下のクロ手ヨウガイ半径真珠糞殖事茱ぱ.194.9年に開始されて養殖漁場の開発刊鳳
 も進展しているが,天然母貝の絶対一量の不足,稚貝採苗の困難峰のほかに,手術貝の大量的在異
 状.へい死が大きな問題准在っている。

 養殖中の貝類が異儲へい死する舳,本邦ではヵキニ1)2)・コヤガイ3)4)9等で知られて的,
 漁場環境の悪化変動による場合と細菌,寄生動物の侵害でへい死を招くことに2大別されるが,

 クロ手ヨウガイの異状へい死は高いへい死率で毎年継続発生するように在り,また特殊な症状を

 呈するが現在まで調査し観察し走結一果について撮告する。

 な蜘報告にあたって御教示,御援助をいただいた鹿大水産学部今井貞彦教授医学部平野滴寿
 教授に感謝の意を表する。

 異状へい死の概.況

 クロチョウガイの異状へい死ぱ50年の終りから151年夏にかけて甑島挿内湾で発生し允の
 が最初で6)その後次弟に発生漁場が拡大し被害も大きくなっている(第1図)

 列甑紬.郡簑奥漱㌫
 島、イ鵜隷。ケ_無二鵜
 こ、、く1・1年…以上.・・年・・一…

縦1111義}61年2脇

 岬㌻∵ぐ
 箏墜∴
 '57年15-20%グ
 ,59年15～20%佐多岬海域2事業体
 160年10～35%養殖脳3,500クー
 '61年10～90%へしぺ死なし

 オ1盤機'{キニ'r次号1」へい死マ

 本体I・模冑寸36年度日本水。惰学会釈与一大会(於鹿児島)に古いて発表した。
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 鹿児島県下のクヲチ「ウグイ真珠養殖漁場は甑島浦内湾・申亭優撃・雫児島湾奥1宇多岬海域
 に点在レで5ア年までは浦内湾と南薩海域或は粛薩海域で採取され走貝だけに発生していたか,
 それ以後は鹿児島湾奥漁場や他海域で採取した貝にも発生するようになり,未発生.;急場は佐多1-1印
 海域だけとなって影響が大きく立つできた。リ54J55包は最も盛況を星し一5万個以上の針貝
 が養殖されているが,異状へい死による被害のため詐業中止したところが多く,最近てば大部分

 の業者がア=1ヤガイ真珠養殖への転業,分いしは酢業縮少の羽固に随っそ㎞る。

 異状へい死の発生する時期は,8月上旬から一0一月上旬の高水溜時に多く,特に局員の陸上輸

 送に長時間を要したり,採取後方らびに輸送後の静養が充分でない等のよう在民の取扱いが悪く

 無理した場合,あるいは密植した場合に多一く発生し,挿核してから10～40日後にへい死して
 いる。

 へい死貝の症状は外観的には貝殻の鱗片状突起が消失して成長が停止し,開設すると軽症のも

 のは外とう膜が委縮して真珠層特有の光沢がなく在り,これが・准行すると外とう膜だけで凌ぐ軟

 体部全体が委縮するほか,真珠層には黄褐色の粘液魂と黒褐色のメラニン様有機質が沈麓し,つ

 いには組織全体の崩壊が行われてへい死に至っている(第2図,A)。外とう膜の変性委縮は

 当然組織の退行性の機能減退の結果と

 考えられるが,これらの貝の粁晶体は

 健康貝のそれと大差なく急激在死への

 転帰を招来するものが作用して如り・

 また真珠層に沈着物の多い個体は内服

 …≧体の機能減退と在り外部組織は淡黄

 色に変化し,特に外とう膜の貝殻付着

 音附近は腫璃状の。隆起が顕著である.

 そして8月～9月初めにへい死した貝

 は内臓の変性委縮が顕著であるほか,
 ・・幸

 粘液魂・黒褐色の有機質の沈着は少い

 が,成長の停止し始めたものを隔離養

 生した場合・あるいは10月以降に発

 生した貝をみると,外とう膜が委縮し

 たま重縁辺より1・5～2cmの真珠層

 に,殻皮,稜柱層が隆起して沈着しそ

 の外側にはフジツボが着生して相当期

 間開穀していたことを物語っている。

 更健黒褐色のメラニン様有機質は外と

 う陸部にまで達し,稀には靱帯部,閉第2図へい死貝殻の症状.
 穀筋まで侵されたものがある(第2図i
 B)。このよう在症状を呈した貝ば

 12月末の真珠浜揚げ重てへい死はしないが,生産される真珠の大半が有機質の分泌されたもの

 あるいぱ突起,流れ珠等のさす珠で,へい死漁場では手術貝の直接的な被害のはかに真珠浜堤率

 の低下という致命的な打撃をうけている。
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 病理組織学的観察と考察

 、59年浦内湾と牛根漁場、ヒ0年海潟漁1:易べ61年功泊肌塒で炎牛したへい死貝ないしは病嵐
 をプアン、ツェンカー、ベリー等のii■11定11'之でi川・.1{後パラフィン■り汁とし、ヘマトキツリソーエオ

 シン・アザソ染色のほかにメチレンブルー・チ十ニン・グラム等のバクテリヤ;一1ξして`■こ突し1㌦
 欄年結果は第一表に要約したとお・りで、特徴的1なことは柳水に!;…十る外フニ犯段の表皮舳灼

 問やその結締雑に1ヘマトキツリソで濃染される塊ハニ螂とエオシンで脇粒状に火.土される嘩様の
 ものが密嗅し、遊走刈胞の浸潤が著しく残死に11市っている部分も今られるほか、各組亭一七内にバク

 テリャがみられることである(付図718)
 外とう腹一・全f仁的に組織が委縮して一都壊死し、皿榊〔≡来する仙1・)表段.'一11物のr用≡}三1・二はその

満1表

      haθ脆七〇奴I1皿て濃染する塊状邦BaOtθriaStain一'      Mθ亡]rエθn1⊃1鵬㎜rn比1Gra工nその他縦繊像の所見

      外とう目十十十十十十満;艶終鰍柔舳の
      タら一十十十十えら全依っ委縮1岬1糸の嚇雌、縦も〕}■際崩映

      '

      生殖'十十?o?矧釧胸二洲n舳助ち・1庁推して早伽一雅部に密集エ新し凶…榊柵胞の分化蝿葦閉』准毛細胞D長洲
      口・食道十十十十十剰占川胞の腫測、舳喪、繊εの萎縮、1娃走舳胞の浸潤、1部壊死。
      胃.・盲褒十十十十十1同上

      腸'?十十上の状態帥著

 結縞織まで払赦する巨大を塊状部がj■痂劣で、・表皮辛川胞の繊七は脱落して空胞部が多く佐赤川胞の

 浸潤が多いJバクテリヤ染色のうちチオニン染色てば表皮細胞、殻皮溝がよく染出され,メチレ
 ンブルーでは巨大塊状部を綱削一kに好染するほかチオニン染色と大した変化は認めないが、グラ

 ム染色では鉦皮、悔、筋紙`黄、表皮の一部、塊状部の一部が部分1「炊染'土され全然陰性の場合も
 ある(付1シ11)o

 えら一王としてえら全体が一変怖して繊毛及ぴ各蜘糸が椎間して壊死している部分も多い。

 バクテリヤ染色てば、鰍葉の支持繊だけが好・染される。

 .生殖巣・・'生殖細胞が洲胞壁から遊離して漉炮腔部に塊状となって一委縮しているほか、沈.雌^.ち

 の新らしw」三'一向細胞の分化成長は全く停止している。♀針,」の変化は認められず、またバクテリ

 ヤ染色てば明瞭でない。稀には{;二値・細胞の舳裏していないものがみられ、外一表皮には巨大な塊

 状部が陸しい(付iヌ]5.6)o

 口・食道^繊毛を有する舳長い円柱状の表皮千!!1胞が並んでいるが}繊毛が離間杢縮し1ある
 いは1.l1胞全体が肺張崩壊しているほか、結締鰍〔け'位1三千舳亘の瀾.一」ヨが多く健康貝にみられる嶋細

 胞は殆んど観察されない。バクテリヤ染色でけ1、長良打1i胞名・よぴその支持織までi{':illてちる。

 外={l!三、1)巨大塊状部は一傾・著てあろ(付】12)口

 i冒、㌣、一…一声叱11,1胞が吐レーたし洲地核は皿状分三一{を起しているほ、か、{1;岬≡“'1して麻1㌃してい
 るものがあ乙。盲雌の舳管、耶の1:/1腕は繊=εを失い爪膜から」州1一一幸してお㍉(け.=」4)、チオニン
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 染色でバクテリヤ出が;刀染され7o外表渕敬〕塊状部は下記のものと1市1様である。

 腸'ピ!.'){勾乞。1H胞と殆んど相興はないが{・旧胸のhI一脾が二砦しく;11徒手iH胸の浸潤も多い。バク

 テリヤ炉皇でLtグ号ム≠オニ刈炬で陽・咋である腸管の外均・芝には巨大塊状部は出現しな

 い。

 ,以上のように{且織像にある確度の芹があるにしても1各織織力淡症症状を呈ししかもその部分
 から正㏄tθriEの検出ができるので(}.三部から約一蘭して浄法漂本にすると、1.2小程度の拝をもつ

 球菌と,1.4×0・6仙内外の短稗菌が観竃されるジ足状へい死の起る原因ぱ・施。tθriaの刺激
 によって生ずる炎症社病変のためと推察される。そしてこれが王な誘因として貝の衰弱が考え
 られる。即ち、58年浦内湾で発生したへい死別寸、7月上旬に.陸士輸送してアー.一8時間.空中

 に露出したものであり、又、15『9～60年の例でも貝の]反扱いが,悪、く、一養生1四問が短かすぎたり

 愉遂に長一1綱1を架したものが早期にしかも大最にへ1一・死をみている。一方、クロチョウガイの手

 術は盛夏の7～8月に行われるが・ヰ鎌・し・挿核作業てば泓貝に相当の障準を与えると1・τl11寺に,
 この時期が丁度クロチョウガイの醐1舳こ■rっていて7),アコヤガイの例からみセラー・月は

 クロチョウガイが椴も衰弱して,}≡潮力力が低下し、挙措一た頼牧に対する抵抗力が弱いと考え在けれ

 ばをらない。これらのことからクロチョウガイをへい死に昨めしめる・炎症性病変。僻炎咋は前

 記したB㏄t酊iaのほかに、洲妾的には人為灼な・同激し(わゆる王{の;一湖をますます促進させ窃乗作

 が強力に仰いたためと考えられる。

 こ一つ病変によるへい死の対策はまだ打ちたてられていない。しかし二、三の茱'糾川則?理

 を合鮒けるととによ・つて、則ち禰反後と継後の静1舳附1α日以上とする、天然胴反
 の時期と挿核時棚を7月上旬までに終る、雅下深度を洲節し箇柚をさげる都しである程度.二方止し

ている

理的

 lli鹿児島1県下に拾けるクロチョウガイの異状へい死ぱ51年から発生し始めてから一角.連に一蔓延

 し被害が大きくなつ札

 121異状へい死の1剣1艮的な症状は、.鱗片状突起がなく斤り、軟体部が変性萎縮し、真珠層には・黄褐

 色の粘液魂と」尺純色のメラニン繊有ザ「縦が沈着する。この症状は発生の1」洲1によって様相を
 異にする。

 (3'へい死貝拾よび疾沽貝をパラ7イソ切片として病理組織学的観察を打つたところ炎症阯の病
 変と.診断された。この炎旧{■{変の催炎体は曳Ct旺iaで他に人為的な操作が一一1「Jh1をか1拠I

 と考えた。

 14ヒの病変によるへい死対籏は口下のところ樹立さ1れていない。

'吏一状

 ll11州τパ、1=原・三・1川・.1ピ1(195乙

 三2'(一、:55

 ,31土「千・フゴjI危(195:〕:ロー1;こ、、.,.
 り(19=■)=日水、I.・L

 'n-j一,1一・一つ戸1ワド;n6

;㍗jlリOClゼ,l1r112
 ・〔''ア、TO.

 ∵!、一.、.niO.1:
 一2・16一



 151人11・{一'(1ワ川:1-l1州f

 榊.!1口古一一rl(1厭):1-l1手一ヰll1

 17榊己ロニ番(1榊):鹿水=11

 f服1ポ(珠!'1坪1!j111子(1955):

 1レ、・ll」、州六読vOC.一5、〒I0,5

 11二^lHl†・与・1-1.キ1-1N(㌧3

 、一1、ピ巧1i…・1I子弘年,随

 1』算朱'つr研妃

(砕負戸口当身)

 牛f働一色明

 1.ケトとう膜×ア5

 2.口道×130

 3.腸管×75

 4..っ『fヒ盲弓権×75

 5.牛も=1、巣X130

 6.止」…殖染の体外米皮X130

 ア8.外表」ヒ部の跡tθrial;1一 ×4C0
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付図



アケガイFaOhiaVeTniCOSa

 (GOuld〕の産卵期調査

 I緒.言
 指宿沿岸に1,仁ずみサツマアカガイpaphiaamabi■ia臼.(Phiユ■iPPi)及ぴア

 ケガイは年1邑1水揚高600～1000トンでジ芒の殆とが乾製品として神戸力痢へ移出・茎れて卦

 り地元漁民にとって屯.嬰か責源となっている。才1画にホすように昭和33～35年には800

 ～1000トンの漁姓で.ちったが,昭和36年にけ1/4の250トンに激減したたわに資源保

 護対策の一環として指苛1・怖漁協お・よび;,(賦課の依頼により.主として席卵舳〔ついて調査し,2,

 3の環」童調・杏も行った。

 この調華は当初サツマァカガIイを対五とする目的であったが,、i榊モ期固を・痂じてその漁狼は極

 めて僅かで一大部分がillii,義のアケカ'イてあっ友.ためアケガイについての調査とな・ったO

 木文に入るに先だち,.懇切た指導をいただいた1」舳己.島大学水曜学部長村山三郎1千,組織.標本

 作成を担当された1同学郎学生1三1-jl{B武光1手(現在大分県水I襲課),終始試料採収その他調査.の便

 宜をいただいた・指宿市漁†仇理事1.H中林臣氏・浜崎缶平庁に対し厚く個胤を申し上げる。

 口1試料の糖類 1)

 アヶガイとその同属を分類位1～1一,う・ら示すと(波部1951)次のとおりである。
 斧足綱Gユao日pθユ。CypOaa

 異歯目Ord一θrI王θtθrod.onta

 マルスダレガイ科Fami■yVθnθrid・ae
 スダレガイ鰯一Gθnu臼paphiaRσding1ア98
 スダレガイ.雌属subg8nu・8PaPhia8・8・

 種狽:スダレガイp・θu・9ユypta(.1PhiユiPPi)
 オオスダレガイP、一・sChneユエian乱(]〕unkθr)
 サツマアカガイp一.ama1〕iユi日(Phiユip口i)
 ヒメスダレp・θ・・・…(PhiiipPi)
 アケガイP.VθrniC06a(GOu一■a)

 の5種があり、調査期問にえられ走試料の殆とがアヶガイで,サツマアカガイば8個をえたに

 過ぎない。指宿市抑協て固いたところによるとサツマアカガイはアケガイより市場価値が高い

 が近年減少傾向に.ち一るとのことでを1・ったO

 皿I漁獲高と漁、」易

 指宿市一1市三っこミ料によると昭和28年以峰の月別水・湯ヨ1;はオ1声つと知りである。

 表にみるように,猟期ぱ11月から翌年の6月までで,7～10月は操業していない。水揚高の

 年笈動(第1図)ぱ昭和35年までけ増加の傾向狂走とつたが・36年以降灯偉業期間の編締も
 あるが減少している。

 猟場は第2図に示すように.,指宿沖の大山≡1=ト出艮岬を結ぶ線附近が主漁場て・水深4～ア榊
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 でらる。父,書ヶ1～・llにも〃」易があり,37軍5月以降はこ二つ洲」らで操来され・L0

           町11表スダレガイ㈹榊・刷1水梛1(榊1而微臓ぺ,j叱・・

           如月'雫28293031323334353637
           1323ξ60617審"2327319皿725"9山
           22↓9439ψ5lol,8313523519.2署3274296392フ884言,221
           393,58529.46576.1933芝366647062120282蝸,090Z83.舳
           48皿97556.08972."43町25521.919244.406129886262.935134110342.860
           566-18395.299螂61u63204目41172貝12105,l07
           65,379

 
          

7一〔o
           9

           10

           11旺383

           121邸064.89412β683岬4556.970
           計4715828竃.τ51362j282仙60I42衛389皿396806935.07榊524州667蛎59

 こればサツマアカガイとアケカイの合=艦1て1

 高とした。
 第1一表ス虫.レガイ都の年一別,月別

 一[汽α

 一キ号高

 ミ合は不日月である。従ってスダレガイー1垣水土易

 (指宿市倣協調ぺ)

1000

500一

ト

ン  L一
 1昭耳]4F28

   、化■,
乙032 3436

 才1N  スグレガイ期の年ンsl」水揚`一.三≡

 一1:n一



 オ2属アケガイ漁場図

 IV産卵期調査
 1.材科及ひ万法

 、山1、舅命甘1州:昭和36隼4月～37隼3月,獅午i川隔け原則」として20日としたが,実際

 は14～29日と在り舳用を三心して17回,湘布した。

 試料の採収:観久に1[いたアケガイは指宿湖ギ1雌ク)ものであるが,二1川」中の4,6月け漁、

 協点拷～で抽出購入し,それ以外のア～翌年3月まで1-t鮎船して1㍍捌未収したものである。
 lil』の.統個何、教は49～122個で,舳約一、洲と測定怜こたい,この山から組縦
 本え1冒杏として8～14個体抽出した。

 ,一自・年フj;ムニ

 ・j貝州!j定:一全■rlll!;1(T・礼),貝殻市1■と(洲.),依'仁部1舳1(}凧)一・(T,W・)一(S.W・)。

 殻」㌔(S・L),純一1』,一(S.H.),妓1i:(S.T一)

 ○内山.■㍗;一1一札投じて欺沐.一,jつ主として'r1=変化,一'.,、一つ尤'二1コこ況士・jミ。二三L一千。

 olと莉1I雌の糾舳一実水練察:一腸管迂曲者巳附近一り空π{三1と・1■カジ{り・プ7ソ液でIi1冊量後一甫法てIパ
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 ラフィソ匂坦1し・11リ串`{)}片にした。これ缶〃ヘマトキシリンμひエオシンで染色良検
 鏡観察した。

 2一調布結果及ぴ考察

 11〕調査試芥Il・の州定結果

 供試貝の測定結果は才2炎tl)と太・りで圭・;oいま殻長組成(才3図)についてみると“各11』
 とも50～ア5m山)1軸レ目にあり,モードぱぱらつきはあるが概して一55～65mmの1川(あっ

 て正規分布を示している。そして,4～6月に魚楊場で抽出Lた試料と,7月以降に満場で

 1肛披扶補した試料とσ)固には大きな剖一tないようである。

 オ2表

紅;
 観察貝の測定緒.采(平均値)

          M.Wしs.LM.W.          性仁」V.106Z79S.H.m工ns,T.皿匝T.w.M.W.S.“'.'          999T.〃.T.W.S.L.
          44.8・728.495Zア525.1432.610.4360.5640.3ア08

          1V・3063.5043.082Z17490020.4328.5ア0.4140.5860.3217

          V-2262.1141.7126.5346.411ア5628.850.3ア80.6220.2827

          W.1062.9038.3023.9035-8115.7020.100.4390.5610.2496

          W.30597ア392525,3238.0616.2721.7g0.4280.5ア20.2722

          W.1958,093ア95238533.2512.9120.340.3880.6120.2222

          皿コ156.2136.8423.5531.1012.5418.560.4020.5980.2230

          皿.ろ060.49398225.1638.3614.3ア23990.3ア50.6250.23ア5

          双.2064.7042.1126.5248.7320.1428.590.4140.5860.3112

          X.1261.0740.0525.2040.5016.0424.460.3960.6040.2626

          Xろ161.6940.5225.4338.8014.4024.400.3720.6280.2334

          XI29591738.9624.6436.6013.9022.ア00.3800.6200.2349

          X皿.18ろ0.8940.ア125.5443.011Zア925220.4140.5860.2921

          1621-1161.62.40.3723.5842.791書・1624.630.4240.5フ60.2947
          皿.860.5440.8224.9840.78178022.980.43ア0.5630.2940

          π・2258.853§一3024.4835.4114.24♀1・170.4030.5970.2419
          I■

          』]且且坐一38.40-u■■……53ε⊥洲714.0525.1・2・0,359・」坦'42ピ山且且坐

 記号の.舳1は不文を参照
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 第5図観察アケガイの殻長組成



 12」生殖唯の発育状況

 A.肉眼観察

 生殖巣は胃や腸管迂曲部附近の周脚に分布、しているようであるが,軟体榊の表皮が早く不馴1-1

 であるため肉眼でその行1在を燃.召することは閑蝋であった。しかし,10,11月頃にけ体表皮

 も半透明とうすくなり生殖巣の存在が=1虐められた。生肝峡と思われる部分者I切開11汕して険鏡観

 察したところによると,9月頃までけ生殖細胞を確認できなかったが,10,11月にけ卵・精

 子が確認され,特に11月29日の試料では切開すると生殖細胞が流れ出し・精子はかなり活機

 に運動すろのがみられた。12月以降2月上句までの試料でけ切開して件かに生殖細胞がみられ

 る程度一で2月下旬,3月までの試料てけ生殖細胞け内び認められなくなった。

 以上の観察結果=から10,11月頃に生殖巣が発達していたことがうかがえ走。

 B・組織漂本による観察

 組織標本による生殖薬の発達段階け次の5階級に分けた。

 a,濾胞期1濾胞は綱目状を呈し池胸腔は狭いか,又ば濾胞壁は肥厚して生殖原細胞が
 認められるが雌雄の判別ができないもの。

 b,生長期:生殖母細胞への分化が明瞭となるが,成熟した生殖細胞は少ない。

 C,成執期.成熟した生殖細胞が多くみられ測胞内に充満し漏胞壁も線状になる。

 α,放出期:成熟し遊離した生殖細胞がみられ,㎞胞内に放出後の空虚がある。

 e,放出後期;漉胞内け成熟した生殖細胞が点在するが,生殖母細胞の分化は少なく,殆

 ど空虚となる。沈胞確は線状で測。腔は広く袋状を呈している。

 以上の公州に基いて各組織標本を検鏡観察した結果は第3表,第4図のとお'りである。図にみ

 るように5月に成熟期のものが20%あるほかけ4～ア月にけ濾胞.期ないし放出後則の個体が多

 かった。8月からg月にかけては濾胞期から次第一に生長期に発達していく傾向がみられ,10月

 中旬には成熟期ないし放出則にあるものが40%となった。さらに10月下句から11月下句に

 かけてけ成熟期の個体約40砺,放出期が50%以上を占め産卵盛期であることを示している。

 12月～1月にけ放出期のf間体が約30%残っているが,成熟期の個体はみられなくなった。2

 月になると放出役靱ト濾胞朗のもので占められ産卵活動は行われていないことが推察された。3

 月には南び濾胞期から生長期に発達してきた個体が多くなっていた。

 以上のことからアケガイの雄卵用ぱ10月中旬頃にけじまり1月までの出、にあって,そのうち

 10月下旬から11月下句にかけてが産卵盛期であることが推察される。このことけ肉眼観察の

 頃にも述べた結果と]致している。な捨,5月に成熟期のものが出現していることけ,この時期

 にも産卵活動が行われることも想像されるが,今回の調査I結果からは何ともいえない。かりに産

 卵期であったとしても10,11月に比べ雌かであることが推察される。従って,10月一1月

 の麓卵則はアケガイの資源にとって大きな影響をもつものと、私われる。
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第3表  アケガイ生殖巣の枡鏡枯果柵
 放字け出現個体数
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 }∴「十二∴1二
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 才4・図アケガイ生殖巣の時・期別成熟状況

 へ濾胞期,写生長期q.成熟期  P放出期,再放出後期

 V環境調.査
 11j水温・比虫

 g月から1服で㍗試料の渕帥に漁船に乗って操糊場で測定した。
 月日時刻気温水温比重(。,、)
 兄2017-002Z227125.34
 ,1孔2915-3019121.22Z18
12.18 18.32Z20

1・1115-0016,226.85

 産卵湖と考えられる11月下句の現場水温は21oC台であった。
 12j一一…質.11.帷

 ?月22日に試料鮒と1司j一地点で採泥した。力法1.榊凶に示れ,・・地点一し、、汕式
 採泥絵で採版し・帰場後丸川氏沙泥淘汰器で粒状組戊を網べた。・と。店呆乞塩量%で表わ



第4表 底質組成

    意滋＼追点!    Ai    、一工一
    0.05〉エロ田O.2%t・aθ%I
    0.05～0.190.3ll.6

    0.20～0.49Z918.9

    0.50～0.9955565.2

    1.00}2.9925.1■'一一12.5

    3.Uo〈13.2t8

 
   

一

 ♪と第4・表のとお・リである。即ち,粒

 崖O.5～n.99肥旧。)中妙が50%以.

 上を占..う,、尼質が極めて少いことが

 .1)かる。・ジニ,ノ月以.峰の蒔回の試料

 鋼甫に1司束した.ヒころによると経験的

 '⊂泥質の多い場j一斤で1よアケガIイの漁獲

 が少なかっ.たことから考えあわせ,ア

 ケガIイの艘,皇、に好適な底質は泥質の少

 ない中沙㌔大抄がア0%以上の組成レ⊃

 ところと推察される。

二3'椎貝調色

 1月11日と2月22日の2回の調窪で試料採捕と同時に現場の底質を1回に約2k9
 採坂し,帰場後.稚貝の有無を調べた。その結果=,第5表に示すようにア～9皿エロ(殻長)の

 権貝が認められた。この大きさの椎貝がいつ頃の産卵によって・発生したものかぱ何とも云

 えない。

第5表  稚貝の出一現状況

          '＼櫨＼・1月11日2月22日          出現個数殻長出現閥教1殻1長

          アケガイ19エロ皿3m」]]Z8,8、

          バカガイ1559-10

          サツマアサリ16

          儘不明二枚貝5

          巻貝額310〉11

          死貝片54

 141桁網に混入した貝類

 ア月19日から2月8日までの10回の.調査で・試料土采拍の↑行網で漁獲された不ヶガイ以外
 の貝類は次のようなものであった。

サツマアカガイ

 十ツマァサリ

マツヤマワスレ

アー1+ジカイ

ベニハマグリ?

パイ

 PaPh⊥aa口】abiユi日(P.)

 vonuoユa皿一eユエari日(S・)

 Caユ1i一■1:achinθn日i6(H.)

 So正い」1oze1〕uθn日i日(H。)

Maotraornata-G.

Baby⊥OniajaPOniCa(R・)
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 オニニシ且emifu出u臼tuba(G。)2

 ホソニンF甘Jinu・■cq■u日(L.)1
 こJことから,指宿沖のこの漁場では資源的にアケヵIでが他・.)負額より・ピ,.。」.1リ'こ多1一一.こと.コ…

 わかる。

 w袈約

 1.指宿浴岸に産するアケガイについて昭一56年4月一っ・らii岩相3ノ年3月の間に産卵期につ

 いての凋査と,2.3の壌境.凋査τ釦こ。なった。

 2.アケガイ生殖巣の組戯学的観察によると,生殖茱の成熟,放出期ぱ10月、翌.年1月の間

 にみられ特に10月下旬、11月下旬が産卵盛期と判定された。5月にも生殖穿の成熱し

 たものが塵かにあったが、この時期に産卵活動むするかどうか判らない。

 5産卵期である11月29日1リアケガ・f漁場の水温ぱ21.C台,換算比重は2Z18であっ

 た。

 4.アヶカーイの棲豊、場所の底質は中妙㌧大抄が70%以上(重量比)を占め、泥質は極めて少

 いところが適している。

 ～孤一丈.献

1)波部忠重:日一不産貝類概説,舳2,183,184.1951

担当者東邦彦小松光男,(文責)新村巖
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 日射量とノリ生育層の移動に関する考察

緒言

 ノリ養殖の大きな問題は採苗であつたが,人工採苗技術の発達によつてほぼ安定してきた。

 今捗けいかにして生産性を向上させるかということが。問鵜となってきたが,'まづ第1に重要な

 問題はヒビの.管理操作である。現在のところヒビの符理技術は主として千田時間との関聯に狂い

 て検討されているが干出時間の生理的意義についてけ深く追求されていない。このことげノリの

 生育条件¢)解則1が遅れている.ことを意味している。特にノリの生育と光については大きな要因で
 あるにも拘わらず,そO研究は比較的少なく,主として,室内実験によつて報告されているに過

 ぎ舳。ノリーけ光に対して非常舳、寒で,その適応性に乏しいといわれ(殖田,1…)1)
 鹿児島県のような南限漁場では光の影響は他地区よりも大きいと考えられる。従って・ノリヒピ

 の管理技術を確立する目的で試験を実施した。

 この報告けノリ漁場でノリ生育層の時期的移動を観察し,移動の要因として潮汐と日射量から

 考察したものである。

 本■史に入るに先だち,終始ご激励,ご土1方言をいただいた鹿児島大学水産学部田中剛博士,野

 沢沿治博士,並に文献を快く貸して下さつた同学部拍田研一博士,当本試,九万田一巳氏に厚

 く掠礼申し上げる。父,検潮。己金.I=と日身惟記錫、を見せていただきご教示下さつた鹿児島地方気象

 台観測課の方々,ご教示をいただいた刺毎区水理研究所須藤偉造博士,ご助力下さつた鹿児島
 大学水産学部学生陣之内径竜氏(現在,山口県水煙一課)に心から感謝いたし'ます。

 材料及ひ方法

 t試験地:鹿児島市天保山地先漁場(第1図)

 2.綱ヒビ:クレモナ5号,30本、巾1.2例・長さ3,6刑

 5.ノリの種類:アサクサノリ(ナガパ型一一趾iリ米ノ陣で天然採苗したヒビから更に重ねヒビ

 によって2汰芽ン.りをしたものである。

 イ,槻ヒビ:米ノ津たね場で10月2年日～11月21日天然採苗し,11月22日に試験地に

 移殖した。

 口,2次芽・γり111月22rト12月i8日に親ヒビに重ねた。12月18日の芽付きけヒ

 ビ糸1C㎜に340～390価であった。

 4艘り込み:上言己のようにしてノリ芽の泊生したピピを12月18口に第2図のように約3説

 の傾斜で固定張りした。

 5.ヒビの水位1あらかじめ潮位観測に工って舳児島港検、靭所の自記検、11腋の基準面を求め,そ

 の抹準面からの高さで表示した。即ち,試飲ヒビの無低水位げアDC㎜,最高水位は235

 C珊になる。

 (リ1京榊1等潮位ぱ200,lO岬に当る)。

 本拙者の慨史は三ノ年度口木水戸`三学会状4大会(三`.川')'こ弁二した。
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ろ
.  ノリの生育=τ工察:

 大11.か兆1・j1」円1.

 鴫に観察す一こと

 を原則としたが,

 実際にはg・21

 目の間隔となった。

 観察方法はヒビの

 水位20C例間隔

 のノリの最大長・

 平均長を現幌で手

 製の測定板二養で測

7

 定し,併せて肉眼

 的に色沢1芽付き1

ヨゴレ.アオノリ

 類の着生状況等を

 観察した。

潮汐記録=脆児島

港検潮所(鹿児島

地方気象台所管)

 の実測値を弄■」周し

 た。試鮒也と検嚥

 所は直線距離で約

 3k刎(第1図)

 あるが,潮間観損1」

 によると殆グ差が

 認められ広いこと

 から検潮俵の実測

 値をその重ま試験

 地の潮汐とした。

 門慨記二==試■検

 地の西北1.2k㎜

 に在る鹿児島地方

気象台(姉1図)1

 て観測したもので

 (ロビツテ日約計)

 この鰍モ鮒I;を1丁三1ニミ

 地の水11i上ピコ411

 ,1⊥三ピピし一'㌔†人㍑

 第1図試鉱几{のfウ1肝

 ～試跡地.。  州」i隆■.lO用fゲ',π/一・1コノ1〕堀・

 オUユー1一レバニ、l/I'力.=1・二那否・llへしヒL'亨11・一`一・パ・'し

 ノリの長さ'を1業11ったo



 才2図試験ヒビの張込み状況
 (水位は倹測所兼j唯面カ・らハ商さ)

 量は,潮汐にしる水の上下によって受ける盛が増減するため・その算定が複雑衣ので・便宜
 上.水面上の日射赴で表現した。.

 9水温,比重の鮒一i■」:現物での観測胴数が少いので本試前(第1図)の満潮時定置観測結果を
 参考にした。

 結果及ぴ妻繁



 第1表水位別時期別ノリの生育状況

            観察年'
            観察項目・2352151951751+一115?57j            ノリ芽付き副汐"・同             引・            3&㌔アオ芽何き珊仙4抽
            よごれ十1一仲.
            ノ地大長51面

            メ。リ芽付き十十料什
            よごれ一・`十十性一1汁冊冊

            引±大長151528453020

            371/8ノリ平均長510202015            十十十・H一井件件十

            色沢十十一十士士
            アオノリ搬・・'一・十十

            鍛天長8')583142195115115

            平均長153U45705040            1んノリ十一±十井仲十士士
            色沢十†'十十士士十.   

         
=

            一一

            アオノリ類`一・一1%50%ア0%90%

            54019519611u一.■

            盲ド芸隻1土f」き321106040・■i
            z±十半什十・一一

            アオノリづ.貞.・'■5%00%00%0峨一0'
            くされ被害■・一・一30%1口0%00%00%

            披天長1013916口15011010

            ノリ平均長40404030            z,士十件料十士一.
            アオノリ値一・.'5%95%一」一一1LU%

            ノ最大長い」,1j考一11」一9060←            %`十什十工'一'             一■

            アオノリず,司・■'一士・一士

            地大長5150606030

            ノリ40301口             一一」一

            ±十十士士i.■

            z、一色沢十・十十一十一            アオノリ1一^「            一一一■士十一L二
            255こ25

            4一/・で二}ユ__止一_皿.⊥士」L_二_上二三_L二二二†二一■卜
            一___L''一

 良¥.十良好,±・や㌧.良,.一忠いr
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 I.!リの生育状況

 観察結果吋第1裂,第3図に示した.、

 1.ノリの生育層:図にみる,亡うにノリの生育屑け時期によって移動している。検鏡によるノリ

 芽の生存範囲は掴まなかったが,12月下句頃にけ水位155～1ア5C胴に肉眼的幼体が
 認められけじめた。1月にけ水皮115～215C川の1伽の巾に生育がみられた。2月に

 入ると水位155C刑以下にけ白グサレ病が発生.し,1350㎜以下けノリが流失して葉体

 が全くみられなかつ大。そして3月'まで水位155～235C刑の80C刑の巾に生育層が

 あった。4月上句にけ更に生育層は狭くなりI1ア5～215C珊の400㎜の中となった。

 このように生育層の上辺け時期的には大き衣変動はないが,下辺げ1月が低く2,4月に上

 鱈へと移っている。この生育届の移動は富士川等(1928)2)が朝鮮ノリについて観察
 し九結一果と時期的ずれはあるが同様傾向を示している。

 ある期問のノリの生育層のうち最もよく生長した水位が生育適層と考えられる。この生育

 適層の時期的移動は図で明らかなように,12月下旬から1月にかけて下位に移り,2～3

 月には再び上位へ次第に上昇し,4月上句にゃ』下降の傾向がみられた。

 2.ノリの芽付きと色沢:第1表にみるように,芽付きの多い水位・色沢の良好な水位けノリの

 生育適層の水位と共にあって時期によって移動した。

 3.アオノリ類の蒲生状況:12月18日の検鏡結果でけピピ糸1C㎜当り40個内外のアオノ

 リの一芽付きであったが,全期間を通じて水位175C加以上のピピにはその生育け認めなか

 った。即ち,アオノリ類は水位1550洲以下にみられ,低位に在るに従ってヒビを占有す

 る割合が多く,特に135C柵以下ぱ50%以上を占める走めノリ養殖に持いて不適当な水

 位と一考えられる・

 このようにノリ生育適層が時期によ・つて修一動する現象は各一地のノリ場でみられるもので。

 それは気象海況等に起因するものと考えられる。水温,比重については定'置観測結果(第3

 図)からみて,1～3月に水温は15～16oO,比重ぱ26.6～2Z4で大き次変動はみ
 られない。このほかで各水位に対してノリの生育に影響する要因と考えられろものけ第1に

 潮汐による手出時間の長短があげられる。

 I.ノリ生育適層と潮汐及ぴ日射量の関係
 ノリは.水中で光線をうけて生育し,干出中にけ生活作用を休止するため,ノリ生一育に影響す

 る要因は干出中よりはむしろ水中に在る問にあると考えられる。

 今,I潮汐及ぴ日射量の実測記録から次の各項目について背水位別に・毎日の値を求め,生

 育状況観察日から次の観察日までの期間毎に1日当りの平均値を算出した。

 イ,1日間の干出全時問

 自,1日冊」の昼間の干出時間。昼間とけ日射量自記紙から日射の始まった時刻より終了した時
 刻までとした(日射11奇問)。

 ハ,1日rミ{」の昼固の水中時間。昼舳て水「1「に在った時固コ

 ニ,手出時哨叶のr1射量=(積算仙)、

 ホ,六r11時」1;」中の日1ソ目=「摘剃ポ。

 へ,月舳}1■ijコ(へ「(口)十'ハ

 ト,日射量(積軌値j□(ト)=し二)十に～
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 なお・,ノリの生育適層とはノリのよく生長した順の1～2位とした。

 以上の計算値は第2表に示しれ

 第2表時期別・水位別の1日平均干出と日射一量

(日数

(16則

 r18口〕

(14則

(21〔」

1V6

(10日)

          期'問水位手出           I'水中日射日射量0ae/C彬α町コ気量?
          固一一■II

          (日数C伽全時間昼間時庶昼間時間時間1'日干出中水中水温一C-I■■I           比重JI

          S,36215一一〇'IL至二一5.=一3一五4一'6
          ㎜j8.19511-44-4ア5-19141128.2
          '.1ア51土=一014-265-40」u'0一%255.2118.513ア
          X皿.26.155アー542'30アー5681.3173.91Z8
          .1354-4z1U-60

          坦115う一26'一'L'一一圧1-62Z32
          刈.2621514-485・294-34135.499
          '19512_27一一'4-265-171092125.96.O

          一

          sるア1ア510-023-1ア6-460-03235.1』」2.jL吐
          I.81557-14一'.■一1-52一一'一8-11'5718416.6

          1354-321滞轟0-399-24190216.1          o10-0302312ア30
          5■254-531619
          4-245-54105.1126.0

          I.22175'一一9-553-236-5910-18231.5791154.0
          1557-301-498-3536.619816.2

          `15日)'衛τ一万;万ロー359一・3420,6212.6
          1153-13010-180231.52Z36

          ■」1I・222115431          工滋361864115          ～Lし一g且443
          61ア5一■11-00…'■3-576-54“o''一一0-51304.9          皿122.818ユ」
          1558-372-428-09921915.2

          16日1356-061-299-22          115.五⊥.P          3-43'一I0-28253.9一          10-232ユg283一2フ142
          一皿・62156-361一一          15-504-24193.212.1
          '19F13-115-375-23165.2149110.0
          山・231ア511・024_166-441-00314.3128.6185.7
          1558-b83-01アー59w221.015.2

          r18冒135アー032・038-5ア63.3251.0
          1154→8..1-049-563.2802Z42

          I【・2321515-54ア・054-29218.3105.2
          ～19513-245-b65-81818.4
          皿1・817511-104-456-4911-34323.6155.1          15…16且i          8-463・238-11117294.9
          (14日)亘56・482・269-088643.口
          1154-351-3110-0354.O26962Z21

          '一皿821516-308-083-532812つ
          ～19513-466・335-231ア10.8
          皿1.2817511-245-U96-4711-564'11.719
          1559-214-047-5214Zア260ほ.↑.

          (21〔」135アー24う一118-451140
          1155-17317.83392Z31

          n・28215一一一L一■一15-595529コ811
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 第４図 時期別1日平均日射時間 日射量

 1・日射時間と日射量

 第2表,第4図で明らかの・工うに,1日平均の日射時間。日射量共に1月が少なく時期が逸書

 むにつれて増加しそいる。却ち,3～4月は1月より日射時間で約2時間長く在り・目身寸盤て

 ば約1・7倍と大きく増加している。≡
 2昼間子出時間とノリ生育層,甘

 第5図にみるように同一水位の昼間干出時間は一般に12月から1月にかけて短くなり・2

 月以降法次第に長くなっている。生育適層と昼間千出時間とO関係,即ち至適干出時間ぱ12
 ～1月に2～4時間で,時期の進むにつれて次第に長くなり3～4月には6～8時間も干出する

 る水位が適層とをつた。この現象は富士川等(1933)2)の一連の試験結果からr海苔の
 最適露出時間は時期によって異り,初期には短く終期近づくに従って長くなる」と結論づけたの

 のと同一結果を示している。・

 3.昼間水中時間とノリ生育届

 第6図に示すように,同一水位の昼間水中時間は時期的に大きな変動はみられず,試験期問

 を通じて各水位とも1時間30分以内の差があつ走。しかし,生育適層が昼間水中に在る時間
 け1月で7～8時間あるのに一対し,3,4月ぱ4～5時間と少なくなっている。

 (水温の影響も考えられるが,前述のようにこの期間中大差は在かった。)

 4.生育適届とその水中時間の日射量

 各水位が水中時間に受けた積算1ヨ射量(水面上の)の時期的推移は第ア図のと拾りである。

 同】水位についてみると,一般に時期が進むにつれて水中時間が短く在るに拘わらず受ける日

 射量け次第に増加する傾向がみられたOしかし,ノリの生育適層てば水ヰ1時間に受ける日射最

 け試験期間を通じてほぼ安定した傾向牽示し・100～200C叱/O舳/dayの固にあるこ
 とが判った。時期別にみると2月までけ150,200Gae/C㎡/day・と殆んど変らない値



 第5図水位別姓問手出時間の時間別推移とノリの生育

 ●牛.育良好○牛.青を認める○内1岐的に認めない
 を示し,3～4月に10口、1500a4/C棚/dayとや」少なくなっているg
 以上のことから,ノりの健全在生育に沈水中時固に受ける日射量に適量があって・その過剰
 の分け手出時間によって調整していることが推察された。
 富士り.ili!等(193・3)2),一1五本(1955)3)の実験てば。いづれも時期が進むにつ

 れて光線量を減じた条件て生長が良いことが示され・日射適量があることを暗示している・叉



第6図  水位別昼間液中時間の時期的推移とノリの生育
 ●生育良好O生育を認める.肉眼で認めえず

 寺本等(1962)4)の室内培養実験でもrノリの幼芽拾よび葉体の成長は,照度の大小,
 あるいけ照射時間の長短に拘わりなく照射量(照度X照射時間)の多寡一によって決定される」
 としている。今回,墾老が打つだ野外での観察に拾いても上記諸実験と一致しているように思
 われる。

 な拾,3-4月に干出時間が長くなることによってノリが乾燥による障害を受けることも考
 えられるが,この試験結果からみると水中で過剰日射娃を受げる障害の方がかえって大きいこ
 とが想辻f象されるO

 即ら,第7図から推定すると水11時i舳つ日ダ・暗が2500〉/Cψd・aγ以上を受げる水位
 で何ノリア)生.育ぱ.不通当のようであん一



第7図  水位別姓問水中時問に受けた日射班の時棚的推移とノリの生育

 ○生育良好・C1生育を.認める,.肉眼で認めず

 この試験結'果から,ヒビの管理操作は日身撞の多寡と潮汐を考えて水位を調節することが肝要

 で,原則として舳惰の少い12∵一11月にh水中時問を長くし,日射の強い時期にけ水中時間を

 短く,即ち千舳舳」を多くするよう水位を移動すべきである。特に1暖冬とし(われる年ば日身糧の

 多い年であるから,低水位にヒビを張ることけ危険で,干出時間を長くすることが良策と考えら

 れる。

要約

 1.2次芽と'りした綱ヒビ(1・2×3・6閉)を約30oの傾斜でノリ場に固定張りしてノリ生

 育届の時期的移動を観察し,移動の要因を潮汐と日射量から考察した。

 2.ノリの生脊1薗層は日射量、日井塒間が大きくなるにつれて昼間子出時r副の長い水'位(高位)

 へ移動するが.水中時附jに受けた日射昂=け各時期とも100,200Cae/G㎜一/σayの範
 囲にあつた。

 3一このことからノリの鮒全な生.育にけ水中に在って受ける日射適封があって,この過剰の分を

 手出時1;1jの長短によって調幣していることづ'・推察され㌔
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 移殖時期によるノリ生産比較試験'

I

 。π

皿

趣旨

 鹿児島湾地区のノリ場ば大部分が熊本、米之津地区からの移殖ピピを静殖している。従来の

 移殖時期け主として11月上旬であったが,この数年来不作が続きたまたま11月下旬～12

 月上旬に移頒したピピが好生匪をあげたことから移殖時期にっし(て検討した。

 材料及び方法

 1.材料,:クレモナ5号,30本の綱ヒビ(1.2×3-6刑)3枚を米之津タネ場で10月

 24日に同時に張り込んで天然採苗した。

 2。移殖:上言dヒビを1枚つっ3回に分けて鹿児島市天壬一壮山漁場へ移殖し,移殖するまで

 は米之津タネ場にそのまま張って拾いた。

 第1回移殖11月7日取揚げ,8日本張り込み。(幽.1)

 第2同移殖11月21日販揚げ,22日本張り込み。(〃2)

 第3固移殖12月ア日坂揚げ・8日本張り込み。(〃3)

 3一養殖管理移殖したヒビけ3枚とも1高ト条件にするように努めて管理した。

 結果及ぴ考察

 1・移殖当時の芽付き

 第1表に示すと拾り,1固目の移殖当時にも芽付きけ良好で,2,3回と在るに従って2次

 芽の増加もあって鮒^「となった。】方,1回目には極めて少攻かった硅藻類や,アオノリ類

 も2～3回と移殖時則が遅れるにつれて多くなった。しかし,移殖当時のノリ芽はいづれも

 健全であった。

      第1表移殖当時の芽禾1き(ヒビ糸1C柵当!〕〕
      一＼

      、

      ＼興察したヒビと月日北.1κ2、κ3      1月8日11月22日12月8日

      ア1列細胞庫49個129個306個
      サ2～4列細胞体`63108
      ク5列く細胞体'12196
      サ
      ノ合引49202612
      ll最大体長m〃約0.2
      ヒトエグサ■I4r1      アオノリ類'■㍉〕
      硅藻類少いや∫多い多い」

 2。養殖経過

 κ1のヒビけ移嫡後の晴天,一高

 気組紐きで・ノリ芽け削らかにイ

 タミ,5臼後の芽数ぱ1/5にな
 つ、㌔しかしその後2次芽の増加

 によって再び芽・数者坤やし六'が,

 概して芽句きけうすかった。

 月㌢尾一大洲け,箱11望¢〕と†。・りで,

 .・`い2・ニヒピが,杓;めて良好な上

 一269・



 青を示した。1月になって漁螺全体にチヂミの症状が発生し・ノリ・O流失がみられた。従って
 生産匿も全般的に.あがらなかつ芦。

3.生産量

 各ヒビの生産量は第2表に示した。ん,2のヒビが12月中に摘採てき,総生産量も,〃ろ一

 1.しり2.5倍であった。.4わ,一3も摘採時期は遅れたが.{・1,2ヒビと同様に多く・〃一,1の

 生産量が極めて愚かった。

 この結果からみると,鹿児島沌浜鳩への移殖は早期に移殖寸ることが必ずしも生鮮量を増加

 させるとけいえないようで・11月下旬頃が移殖の適期であったと考えられ池水温(満潮時
 定置観測による)からみてグi円.卜句ぱ22%台で,下句が20oC台となつて香り,20oO

 台が移殖時の目安となろう。

第2表移殖時期別生産量

    摘蒜＼＼ζ:123

    12月25日1月12日1月31日24枚2529枚514368枚53
    計・49123121

    比率00251247

 1V要約

 1・米之津Iタネ場で同時に天然採苗したヒビを3回に分けて鹿児島市漁場へ移殖して,移殖時

 期を検討した。

 2・その結果11月下句に移殖したヒビが生涯量が多かった。即ち,鹿児島漁場の水温が20

 oG台になつた頃が適期と考えられる。

担当新村巖
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 第1図　出水市ノリ場と調査点



 ノリ人工採苗試験

 I趣旨

 本県に適した品種を選定する目的で6練類について試飲した。その結果,糸状体培養から人

 工採苗までは順調であつ走が,養殖に入って漁場全般に病害(チ・デミ症状)が発生し生唾の比

 較はできなかった。以下その経過の概要を記す。

 lτ糸状体培養

 ノリの種類とその産地及ぴ果胞子付の月日は第1表のと掠りである。

 第1表ノリの種類

   ノリの種類産地果胞子ト」I月日

   アサクサノリ鹿児島県米之津2月18日

   アサクサノリ〃喜入町3月14日

   スサビノリ横浜市㌣2月20日

   オニアマノリ鹿児島県坊ノ津町3月10日

   オニアマノリ〃種子島3月18日

   マルバアマノリ鹿児島市・月・」ヨ」

 培養基質;カキ殻(宮城

県産)

 果胞子付法;胞子液ジヨロ

辞法

 培養方法1トロ箱平面培養。

 培養経過:水温ぱ5～2

 29,4oO,』七

 重は18～30で.らった。'

 黄州～寸融めて少なかったが,

 赤変病が多発した。その駆除法として硫酸釦3×10=5液の24時間浸漬が良好であった。
 皿胞子放出について

 上記のようにして培養した糸状体の胞子放出状況を調べた。この実炊鋭察は鹿児島大学水産

 学部学生陣之内径竜氏(現在山口県水産課)が担当したものである。方法は沈澱管(4.5×

 40C柵)に10Cパの面積に切ったカキ殻を垂下し10月23日から晦日午后に検鏡計数

 した。即ち100f音の視里手でスライドグラス上を帯状法で3c胴の3回観察して,出現した胞

 子数をもって表現した。その結果は第2表のと治りである。

 米之津産アサクサノリの糸状体け胞子の放出が殆ど認められ一ポ,こク)表から除外した。その

 原因については不則である。他の5植についてみると,マルバアマノリが最も多く放出し、次

 いで極子島浬オニアマノリ,スサビノリの順であった。

 放出週期は5磁共にみられ11～13日であり,しかも各禰とも放出盛期け大体1丁1ト時期

 にあることが認められ叱。実い!1手1"中の水温は室湘放置のま首で,18～25oOの問であった、

 lV人工」采帯

 方法:野外人工㌣統一`[≡ニト'一と一1引=丁三1tl・にリニ「戸レyl㌧一夫1大で糸状f木を垂下した。

 ナ別11L.児七t11吠納1.一.・ぺ…一しビ1クレ七フー5{1,i-2×9㎜。

 け寺11j:1i.1ガ三日1一三'';[1≡三:二01ド.1一;し本i二'■」としたO

 深山舳.;1、。i(1511i;.い'一一川1に5崎1I≡1'丁111一)る高さ1て張った。(1㎜榊j)
一2?2一



 結果;張り込み陵g日目に2～一細胞の幼芽が確認され,12月4日(25出i差)に肉眼

 的幼体が認められた。芽付きけ待ノリ共濃密過きろ程.で.特にアサクサノリ1,米ノ

 津),I?ルバアマノリ,スサビノリの順で多かった。

 ノリの生育け緩慢で,チヂミ症の椀害のため流失するもDが多く・1月に入って僅かに生滝さ

 れた。従って・櫨類別の生育・生雄最1ぱ比較できなかった。

第2菱胞子炊出状況

        べ類日＼.I一』一I一一一'10月23日アサクサノリ(喜入)'一スサビノリマルパ;オニアマノリ7マノリ坊ノ津)ニアマノ1(種子島)実験水温        13トア150
        242376171523,7

        250638323'22,1
        2612249114・18624,0

        274364432+71…上二・16922,5        28233ア021,4

        2917」_31135019522,4
        3012512⊃04018

        3186↓_11ア528
        11.18449311234

        2625;一←18つ4,2        31284

        43270140

        504663305824,0

        6111843969157625,0
        '一一■

        7427765582184324,5

        81847306548723,2
        97101122522,2

        10121501822.0

        1120216101LL2q5
        12613860120,4

        13271404202

        14621ア115182

        1555110820,4

        16`17」201'0ア10016022,9
        1o60200122,1
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 ノリの生育状況

       '㌔ツ[/り

       ＼'冨'＼傾角田＼一一山'I11.8II■■''o1アI■叶''一'19÷“二白六÷芽付き/G最大長       雌確認,.L_ケク■'一山I'IIo一'確認山L■一一一一30一川1■一0■一展開…'一60
       ■一'一'一'

       確認

       216

       ト20展開展開        四一

       223913

       12.41012130666521

       8廿5十5十10

       13十Fi0十15十ト10
       '

       16什1ア十20打1ア皿一^'一一…一25」一I■一■一■50四一^一一■■1う0
       '■

       一21一一26十÷■一40        `■1

       十十30       一一皿」一耕一■一〇一'一一トト'一一■十ト
       1.8十80十100

       ⊥__
       ＼        ㌔マルバアマノリ

       、、
       、一        、.オニアマノり(坊ノ離)■一二アマノリ(航子島)

       11.8採副張込み〃ク

       1ア確認確認確認

       199142

       20展開展開展開
       22フ41ろ1

       12.4ア86127211091

       8十ト2十5十2

       108十3

       16什13一H一9十8

       21一トト25十19十2口

       26什40十36十ろ5

       1.8一H一ア5一十110'十85

∴ll±㌻÷=スサビノリ

 V要約
 1.6碗類のアマノリ午糸状体培養1」人工採苗試験を打つだ。

 2・各唖類とも単胞子ご・放出迎虻月が一認められ・雌1月ば11～τ3口で:らった。放出盛期け得綱
 鷲!二も大fl二11・ト・1肖1一で'・=った。

 う・l1・手外人エペソ⊂・'て・二、'1†;・士一・Iい:■1戸仁一1・1一.†一∵tκtつて・仁育,生窄耐の比牧一すぺ{111・

祖当新村



 出水市潟・古浜地区のノリ養殖被害原因調査

§Tまえがき

 1月23日,出水漁協から「摘採期に達したノリが流失し,その被害原因が河川上流に在

 ろ澱粉工場の廃液によると考えられるので正見地調査してほしい」との依頼を受けて実施し旭

 §π調査方法

 1.現地調査:H召和3ア年2月1日～2日に次の各項目について.凋査した。

 イノリの生育状I泥の観察と試料の採取。

 口・養殖状況,被害当時の状況・生涯量の聴取り調査。

 ̂.殿粉工場からノリ狐暢までの河川について水質調査資料の採販,流水量調査。

 2一資料の険討:現地て採取した各試料け当本試に持ち帰り,検鏡,分析,その他の試

 験に供した。

 3。調査員の編成

 イ・水質調査班・九万田一巳,上出忠男,宮田幸蔵,涜牧孝行

 口・生物調査班新村巌

 な封,澱粉工場廃液が対象とされたので,県.工茱試験場の黒川化学部長に現地調査に同

 行を蜘い,又その後の作業について助言を一えた。

 §口i調査結果

 ㈲被害当時の状況(鵬坂リ)

 ・1月15日頃村田高尾野川からノリ浄場一帯にかけて緑色の水が流れ戸(ノリ業者は

 これを澱粉工場廃水といってい秘
 ・ノリけその頃まで順調に生育し1月20日の大潮を期して摘採,準備をすすめ、20日頃

 徽場に打つたらノリが流失してなり摘採できなかった。

 ・ノリの流失状況はノリの色沢が悪く,特に葉体の先端部が色落ちして手にとると切れ7

 佳弱かった。

 ・1月22日に再び緑色の水がみられ騒ぎが大きくなり,警察官,市水産係員立会いで

 現地調査を打つだ。水産係員の話によると1月15日よりノリの色はたしかに悪くなって

 いたという。

 釧潟・吉浜地区ノリ養殖状況

第1表養殖施設状況

∵∵÷㌻ll
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 11月下句に倶[込∴一・。」,雌てピピけ湯之;岱ダネと同様に摘採可能。遅建てピピけ芽付きうすく

 く,ノリニ.5書町!=ヒてら一っ走、

 皿絹ピピ;f11戊士んい綱ピピ(クレモナ,他1で10月25日頃湯之浦で天然、採苗,7枚げ

 12月上句彪一刈,ア6枚け谷山経山で1月上旬移殖したもDという。

 {C〕ノリの生育状況調査

 2月1日に淵・古浜地1Xの13点,2月2日に福之江地区(対照)の3点の調査地点(第1

 図)でノリの生育状況を肉眼的に観察し含俳一せてノリを採取して帰場後検鏡観察した。

 篇2表観察項目と表現方法

       表現一方法
       観察項目

       十十十±i

       色沢濃く良一好普通ややうすい極めてうすい       肉

       芽付き濃密普通ややうすい極めてうすい
       眼

       ちぢみひ.γい普通にみられる僅かにみられる認めず
       嬢
       憲生力ひき強い普j匝やや弱い極めて弱い       察

       最大長白損1」した
       '

       検赤・腐病
       .一'

       鏡Eの白色1)㌦めて多い'普通にみられる僅かにみられる認めず
       観細赤色2)

       胞山
       察思融合3

 〔註]1).白色死細胞:細胞は透明。死後かなり時間が経過した状態。
 2)赤色死細胞:細胞は赤紫色。死後間も広い状態にみられる0

 3)融合死細胞:原形質が収縮し隣接死細胞と連繋融合し集団となる(透明・着色等)。
 観察結果は第一3表に示した。

 I,肉眼観察結果
 1.ノリの生育状況

 移殖及ぴ早建で女竹ピピは芽付き良く15C柵以上に伸び当日摘採中のものもあった。概

 して沖合より川口附近が伸びていた。潟吉浜地区と福之江地区とでノリの伸長状況に大差は
 認められず。

2一色沢

 両{也1水とも全岳ま的に普三亟で差な1.・

 3.丑1イーき

 女竹:投密過きろ程でフー1{Iけ検めてツーtい。

 i刊1ヒトエグサが混生し、r彗一1÷、ミ㍗㌧れろ叡竺でうすかった。
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 福之江地区と大差は認めえず。

4.ちぢみ

 禰之江地区てば、言一己めサf■かったが,

第11刈  稜;引巨巨字典月別」ノリ付三育斗犬サ兄

 潟・古浜地区の河口附・近に極めて軽微な程度に認めたに過ぎない。
 5.着生力(俗称ヒギ)

 両地区ともヒギは強過ぎる程であった。

 1I,検鏡緒一果
 1.赤腐病の特徴であるPythiul口菌け認められなかった。
 2.死細胞の状態=白色死細胞の出現傾向げ両地区とも大差はない。赤色死細胞は潟・古浜一地
 区がやや多く、融合死細胞は逆に福之江地区に多い傾向を示した。
 以上から両地区を比較してみて,強いてあけれぱ,潟1古浜地区の河口附近にちちみがみら
 :!l.々こと及び赤色死細胞が多い傾向であつ九ことである。
 ちぢみけ軽い≡!jlいたみ,鴫化による砂粒の刺戦、淡水の強い場所での生理障害,工場廃水

 等にtつて惹起されるものでこの程度のちらみからはその要因は引き出しえな■バO叉・赤色
 κ細胞の多いごとは一般にノリ棄体が弱い状態にあったことがうかがえるが,福之江地区が



 1膿上い保坂のために1神鏡までの舳(その差が現れた{も知hない。従って福之江地区を姉
 雌、三して特に目立つ異代が詠め州かった。

 繁ろ表観察結果

                    葉体の検鏡観察

                    調査点此ヒビの種類翼暢肉眼観察'''一'I■■最色一芽チ!着火I{1」ヂ生長○珊沢きミカ赤i死細胞の状態※                    腐白色赤色」融合

                    病料十十一・→十`十±一i料十幸“

                    1網15一'20十`十■十■十■・134一4                    2竹(湯)十→十±甘`2133
                    3420十十ト十I十ト一31212

                    445十什十一什一12311一1川`1                    一'

                    o〃5十十.糾`121112

                    64十料`十.333

                    7綱5十一十一・十一I一3123

                    8女竹(地)0十什`料'43て22
                    9〃5十・十・一十■4134

                    10網10十一十一十一十`■3121“2

                    11女竹(湯)15十什■十ト..・31212
                    12竹(地)20十一H一・朴.32112
                    13』・石に着生15十`一十・333
                    14女竹(地)15十十ト一十ト・5一1212
                    15〃15十一H一一什'311112

                    16i網10十十・十`212121

 ※採販資科からノリ葉体を3～4個無作意に舳出し、各個体について検鏡した。数字はその状

 体に該当したノリ個体数。

 ・一2ハー



 (功ノリの生育に及ぼす澱粉一工場廃液の生物化学的試嫉
 工場廃水原液を用いてノリを培養し影響の有無を観察した。

 I材料及ぴ'方法

 1一廃水原液:2月2日子jちで採水し帰」I=:;後炎一帥に供する'まで冷蔵庫中に保管した.o

 2.培養濃度二PROVAS0工1工¢)人工海水で廃水原液を10-1.10-2,10■3,
 10-4,10-F(り5j画りに稀釈したものと併せて対照(人工海水だけ)

 の6通りの培養液をつくった。1・き水原液の色け紫科絶で10-1液でけ淡黄褐色,10.2
 液になると僅.かに汽色を}ずる;ぺじで,10・〕液以下の濃度でけ対照と区別できない程に

 透明であった。

 3.供一試ノリ:培養開始1時州前に雌児島市天保山漁場で養榊中のアサクサノリを採取し

 持ち帰った。ノリの胴体差をなくすために鮒全と思われる莱体から,1×2Cηの大きさに

 カミソリで切り収ったもの50片から無作意に各培養液に5片づつ供した。

 4.培養方法:5000C容フラスコに培養液5000Cを入れ,エヤポニ・フ'による通気

 流動法で培養した。光,測度け室内そのままに放置し,各濃度区け同一条件にあるようにし

た.o

 培養開始2月12日19時水温1Z2oGo2月15日9時水温13・4oC

 培養終了2月14日11時水温13-4oC,

 5.観察方法:このように各濃度で培養したノリ葉片者・20時固後にそれぞれ1片,4b
 時問後に残りの4片を飯りあげて観察した。

 イ・肉眼観察1色沢,ちぢみについて異状の有無をみたO

 口,硝酸銀反応法二培養後のノリを直ちに次のように姐埋したU尾形(1956)の方

 法。a)軽く水洗、b)2%硝艘銀溶液中に40分間浸漬。C,2%テオ硫酸ソーダ溶

 液中に5分間浸漬。α)軽く水洗,eハ喚鏡

 このようにしてノリの細胞にM04-i臼h反応を与え,検鏡して細胞の傷害度を判定した。

 このM04i舳反応け細胞が健全な場合にも色素体に銀を還元して暗褐～黒色になるもの

 で・敏鏡によって次の3段階に表現した。

 +黒色部分が多い(健全)±黒色部分が少ない。(やや健全)
 一反応がないし不建全)

 検鐘はノリ1片につき9ケ所をX400で観察し,1視野内の細胞の反応状態を判定し,

 視野毎の判定結果を百分率て表わした。

皿緒'果

        第4表濃度別反応の出現率(%)
        培養時間判・濃度10`10'210`3lO■』10-5対照
        一一一20肉眼観察状を認めず44ク〃〃
        時十66.689089口890100.0890

        間±33.511.011.011,0一1.O
        後■

        40肉眼観察蝪持よ忍わ難し4〃〃タクク

        一守十42.381.660.862.38Z2ア6.2

        11一↓一55.ノ18.43923zア12.823.8
        後・        」_.⊥⊥⊥_

        _フ7q一 一27q一



 上表で明らかなように,反応が陰性を示したのけ,40時間彼の10-1液に僅かi.9%であ
十_,

 った。陽性反応の弱い()ぱ各濃些によって多少バラツキがあるが,10・以下の濃度て
 ば対照と大差はないようである。1コー1液でけ1男1性反」、古;の弱い(士)が20時間後に約30
 %40時固後にけ50%以上を占めてノリに対して影響があろことがうかがえた。即ち・この

 実験からノリに対ずる跣1水の影響濃度け10-1と10i2液の舳にあることが推察された。
 ⑭養殖ノリの生睦・量調査

 共同販売が確立してい在いため正確な数量け搦め在かった。従って共販出荷量と聴取り調

 査を併せて概略の傾向を推察十るにとどまった。

 I女竹ヒビの生産量

 1、潟,古浜地区:出水漁協の共販が2月2目あり,潟地区12名が13600枚出荷し

 た。これらの海苔は砂粒が入っているということで取引きされ者かったことから女竹ヒビか

 ら生唾されたものと推察された。従って1名当りの平均出荷量ぱ1133枚となる。

 潟地区の1名当り女竹ヒビ建込み平均数ぱ285ア本である。出荷量を生産逮とみなすと女竹

 ヒビ1本平均0-39枚となった。

 2.縞之江地1X:綱ヒビが.主体次ので,共販には女竹ピピ生産として販り扱かわれていな

 いため5名1τ聴取調査した。1月20日前後に摘採され3名合計で1,500本の女竹ピピか

 ら780枚,即ち女竹ヒビ1本当り0-52枚の生産量であった。

 兀綱ヒビの生産量

 1・潟,古浜地区,:鵬飯りによると下氏の2枚の網ピピから現在まで1,300枚生産され

 ピピ1枚当り650段であった。

 2・縄之江地区:出水漁協の資料によると網ヒビ養殖数873枚,2月2日までの共販出

 荷最385干牧となってお・り・ヒビ1枚平均441枚の出荷鎮である。一方聴取りに工ると

 ヒビ1枚当り1000.1500枚の生産のようであり・個人販売がかなりあるとのことで

あったO

 以上を綜合してみると,単位当りの生産量は潟.古浜地区が樹之江地区より概して少ない傾

 向にあることが想1象された〇

 四〕ノリ養殖学的観点からの考察

 ノリが数日間のうちに多量に流失する要因としてけ,ノリ目体の病害(赤腐病,あな腐病

 白腐病等)・荒天などの気象的影響・工場廃水等があげられる。

 病害のうち,赤傭病は病湶庫であるPythi1ユm菌が今回の調査てば認め難かったことか

 ら原因でないと推察される。あな腐病,白腐病け一種の生理1璋審といわれ,伝染性はないが

 一時的に発生する。特に多錦=の降雨後や干出.受光不足などによって惹、起されやすい(須藤,

 梅林154)といわれ,当日の建込みの状況,出水干拓嬢殼φ業所の気象観測結果を参照した
 が,ノこの病害が発生したかどうか判断しかねる。

 生物化学的試験の結果け廃水原液の10'1と10・2の稀釈鼠の固に影響濃度があると
 推察された〇一般に廃水の安全濃度は影響濃度を史に0.1倍とした値とされて紅り,今影響

 濃度を10'2(これ■1彫鞠震度でないが安全引切立ため)とすると10・2xO.1=10'3
 が安全濃度となる。最し忠…1二神をκて寸とみらナしる〔蜴のイオン焚燥樹脂殉生用の用水け1

 サイクル当り30トンであゴ,そのうτバ=呈度(り==一11いとみられる量げ6トンでこれをタン"に

 貯蔵している。この1口分ク)6トンを凶蜥{から干,朝にかけて2時間位で放出する由で・こ
 れから1時間3トンの割合となる。
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 水質分折の結果.BODから廃水の稀釈状況を推算すれば,廃水源液を1とすると工蝪下

 (Gt2)で約1/70・日t.4で約1/840となり・更に撒□川の合流点円t・5
 で約1/2200,臼t.6の河口になると約1/3700に稀釈されることrなみ。こ')

 稀釈量は安全濃度より更に3倍も稀釈されたことに在る。

 一方,野田高尾野,一Iの流量調査結果によると両川の合流点て1臼帥=63ア5一〕トンの河水

 が流出し,その下流から河口にかけて潮汐による海水が加わるため更に稀釈率は増すげづで

 ある。今、かりに廃水が3トン/時で流出した場合,合流点附近で約1/880の濃度にな

 り,その下流の海水量を加えれば悪影響をあたえる濃度とは考えられない。

 叉河口までの蝿坊捨石に竹天然のノリが多数着生し,ノリ場より高濃度の廃水の影響を受

 けると考えられ一るが,ノリの観察結果は他の調査点と大差は認めなかった。

 ノリが何か別の要因で弱い状態にあり,これに廃水が相劇的に作用して流.失することも想

 像されるが,以上述べてきたrうに廃水が直接悪影響を与えたことが考えられず,従って流

 失の原因は他にあったと推察される。その原因についてけ今何の調査結果から111不明である。

(以上担当者新村巖)

 四〕呈緑色水の検鏡所見

 3ア年2月1日量綱,高尾野川合流点下(荒崎)並びに2月2日13時.船津川口(福之

 江)で採集した緑色を呈ずる水を当場に持ち帰って絞鏡した。

 紐鏡の結果ぱ・原生動物・有毛虫(鞭毛虫)綱のユウグレナ目の群庫κよって緑色を呈し
 ていることが判った。ユウグレナ目の種類としては次のようなものがみられた。

 荒崎ではユウグレムシEug二θnaoxyuri8

 ミト`リュウグレムシE・Vi「id.i目

 八リカータユウグレムツE.aCW膚の3極

 幅之江てばミト'リュウグレムンE・Virid-i畠の噛

 量的には・荒崎で試水1㏄中2000～4000個体,福之江でlcc中100～400個体であつた。
 山般的にい『て,これらの櫨類は浮游生物として本邦到る処の池沼,水田,水溜,河川の

 よどみなどに普遮にみられろも。で,多昂=に現われることも屡々ある。もっとも大低有機質

 に富んだ処に発生し易くミドリュウグレムツは水質汚箇調査に狂ける強腐水性水域の指標生

 物としてあげられるものであるが。今回の場合この発生が澱粉工場廃液によって直接的に起

 されたものとは断定できない(禰之江でも発生している)o叉,この種類がノリにどのよう

 な影響を与えるものか確認しえないが,多分影響はないと思われる。

(担当者九万田一已)

一281一



{珂河川流水請

 ,舳1沈水姓測定法は河川の水深を1米毎に測定し,父流速は広井氏流速計を用いて2米毎

 に,則定して舳を算出した給与1,・・。3に帥ては44220Ke力・Y,…4では
 1デ530Ke./DaYであ一一〕た。

 l工〕水質分析並に河川流水敏など環境水から刀考察

 水質の手折緒・粟は第`表')通りであり.廃水の00Dは1492PP㎜、BODぱ

 5712Pl〕m叉PHぱ10.98で著しく汚染された有機1売水であった。

 河川.河口.・海域にお・ける水質の変動を水質分析結果から考察するとPHは河川でZ5前

 後・河口細攻で8.1前段であり・塩素イオンは40PP皿以下で河口確域は10,000
 PPm以上,St-4・174PPm,St.5.51050PP皿である。Si0。ば河川ば2U

 PP血前後,河口湖或で6.8～3.0Pj・mてPH,Oユイー1一ソ,Si0。の分析結一衆からは一売

 水の虹接的影響は察知出来ない。

 但しSじ・2に左・いではp・0,045PPエロ,NH。一N0,124pP皿,浮漉物資

 82.5PP囮。GO』〕25.45PP皿,]ヨO」〕52.アPPエロで他の地.点より著しく多く,叉

 」⊃Oは1.49PP1oで少ないことからS七・2に島・いては廃水による汚染が考えら.れる。但し

 下流のS亡.4に拾いてはSt.1からの流水にて廃水が稀釈され,父河川の自浄作用等も加っ

 て約10倍に一r椅沢され・更にF流のS七・5にL・いてはSt.3からの流水によりSt・4の2㌔
 3倍に稀釈され,回れの分析値も一投的水質と略々同程度に恢復していることがいえる。

 これらの棉沢率をBODにより算出すると廃水のBOD3ア12PP㎜を1と考えて各地

 点“)商訳率けSt.2、ア0倍,S七.4,840倍,S㌔52,200階,史・に河口のSし.6で

 は河川水だけでなく海水によっても楴釈され約5.ア0U暗に鳩釈されていることが削る。
 以上水質分析結梨からはSt・6,7の河口,海」或共に。何れの損1」定値も正常な水質に近似
 した値を示し,波粉工場溌水の直接的影響は察知出来をかつた。

 姐当者上田。忠、男
第5表水質分析結果

            St.水魁。CPHDOPPI口浮游物PP皿C1イオンPPmSi02P⊥」m員PP皿NHrNPPmN02'NPP皿CODPP血BOD。σc皇.
            112.606.1510,68.505.11ろ40q0300.114O.0039t883.76

            216.50z6b1.4982.5r3え142200叫0450.124O,U0ア02,4052,ア0

            39.1口Z4211.385.5U8Zg224.20q019}06叫U04ア0.711.17

            4z50ヅ8一4,00一ア8.8416.00O.口28q0640.OOア82,984.44

            511.108,u510.85ろ5U3・50.8,000,020q090q00621.121.69

            61111∴ら;8.2011,620,480}」2●0.J2Uq004ア斗860夕6            ア5丸111.・ニジ4コ,5.1口U.lj.2ろλJ??いU390.ア11.59
            一
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 ω.総合的考察

 一応螂二…したへ貫と時間と経費を以って現在なし手鞠最大豆幽のフ・一ターを集め,綱査事{1
 酸分析,並.に考察を打つだ結果は前・触一二に記述ナると1パリでちりて・止物学的・ノリ杢

 地学的見地;っユらと,養殖場の海水そD他1)環境即水質学的見地からの1{j方から総合口勺に考
 察すると,今回の潟吉浜」也区の榊i垣は澱粉]二場廃水の岨接的影鉄.〔無いと考えた力が妥当
 である。

 ノリ養殖茱右が正確な生産高,その他を記録して■…ない(居っても売表しない)ことが

 この種の調査並びに考察にブイナスであることを附i・手する。

西田稔

水産業改良晋及事業

 Aノリ養殖.技術指導

 I昭和36年度ノリ養殖状況
1.養殖施設数

 第1表に示すとよ・り県下gヶ所で206経営体が綱ヒビ23ア1枚,女竹ヒビ約10万本
 を建込んだ。

 第1表地区別業苗別ヒビ数(単位:、担Iニピ・・枚,女竹ヒビ…手不)

           天然ダネ人工ダネ合計

           地区地元/舳1移殖.守.■ゆ磯田移殖移殖ヒビ,の紺地一一一           体弊            綱ピピ坦ヒヒ=ケ1ニビ利雪ヒビ、:招ヒビr綱ヒビ女竹ヒ
           出水.9ア71772305060827102熊.不i左賀

           東町ア6060

           川内155252出水

           十
           串木野2381250熊苓.

           鹿児島240,212444τ5650I2〃

           加冶木174フ30アア〃

           轟、水25181∴1・194           †、,出水L.一一〃           L一'山

           喜入18101046
           寸

           谷山500熊本

           ■計一'■1字065Cじ'、寸兀1T1、・戸・一_L____」__._…仁。
           '山

           ■一一'■

 L、一一“メ∴千十∵
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2.作柄

 地区別にみると作柄にムラがあるが,県総生産量は今までになかった300万枚台に達し,

 金額にして約1ア60万門をあげた。を倉,1・山K別住納の概}!出「うし存73号」に報告し
 たので省略するO

 第2表地区別生産量※

      生産量(祉位1千枚)網ヒビ1枚当平均生産量      地区別〈ろのりませのつあ紅のり討
      出水1176.550ろ.8126.ア1810.01489

      東町.'49.249.2820
      川内30935.314.280.41546

      串木野4.01.22.0ア21μ
      一」■

      鹿児島105.084.020.0209.0一3ア0
      加治木60.015.020.095,01234
      垂水108.22023104.1414.6213ア

      立入128555.323.6514

      谷山200』コ200.0一400」〕800
      計169Z410501341.53089-01062

      ※漁協市町村,普及員の幸1告資料を集計した。

 Tr指導実施経過

 1。通報活動

 4、ア月rノリ糸

 状体の培養管理』を

 当場機関紙1うし倉』

 に5回掲載した。

 g,12月「海苔

 養殖通報」を4回発

 行し・主として採苗

 と初期の管理につい

 て通報した。

 11月17日にラジ

 オ(MBC)を通じて「これからのノリ養殖管埋について」普及した。
 2・現地指適

 イ,糸状体培養指導1本年からはじめた垂水,喜入地区を主体に露木野,出水地区を巡

 回指導した。一般に初期は培養者が多いが,途中の管理がまづく,病害などで枯死させて,

 採苗にIまでもって打つだ人は僅かと季った.指導の不充分も反省するが,各人の意慾が必
 要である。

 口・漁場観測;本年はじめての漁場・川内市唐浜の潮間観損11を10月アー8日に実施した。
 をの他潮位について鹿児島,垂水,喜入,出水の各地区で指導した。

 ハ・採岨指導:出水の天然採苗についてけ俳究グループと協力してg月～12月に指導

 した。人.工採苗は本年はじめて打つだ重水,喜一入地区及ひ古船利用の串木野地区等を巡回
 しれ父・東町のアオノリ採苗指導も打つだ。

 二・養殖管理指導:12月～5月に各漁場を巡回した。

 な紅・天然採苗・人.工採苗の結果についてけ1'うし白73号」を参照されたい。

 111反省と問題点

 前年度本誌で問題点としてとりあげたもののうち「ヒビの管理技術の解明』とr移殖時期

 の検討』ぱ本年度試験によって一歩前進した。養殖品種.の選定については緒にういたぱかり

 であるが,本年度の結果からみて,米之津天然タ.ネが各地とも好成績をあげていることは適
 種として注目すべきであり,米之津天然タ'ネの普及も必要と考一えられ走。

 ・本年特に問題となったのけ,米之津地区の色落ちで施肥技術の確立が切望された。
 ・本年はじめて漁連が中心となり米之津地区の共販体制がしかれたが,今後更に充実と発展
 努力すべきであろう。

 ・今後の問糧点を列記すると

 11〕生産1i}上向上のためイ・管玉鞍111丁の確立・口,滴樽の研究,ハ・施肥方法の研究

 ¢)流通対策としてイ,共販体制の確立
 があげられる。担当新村巖
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 Bワカメ養殖技術改善試験

 一茶県『.のワカべ魚場としての南限地川ニュ久根地先で,従来,投石ふ・よび升れ:(併行した胞子蒔

 付け,移殖等の増殖対策がとrl.ftていκが.そσ)f乍柄..t1-1然蜘か1変動.〔丈1-1・1・三れ.ニミちであった

 ○その最も大きな要素1.よ,絢一戸一発芽`仁の床脇州罰;う…長～,芽胞丘本としての売生率.川氏いことで

 .らって,集約的養一偵の前提として胞二戸一匿芽庫の培創!壮捜一コ…一価jくされる。

 今年度は高輪水産研究会1)協力で。胞子発芽1よの越夏培荏を行い集約的釦直業の目安をえた。

 ・渓苗用口

 5月25日(水温20.4oO」一ヒ亜26.45)

 6月20日(ゴく溜24.4〔C』ヒ吋主26.87)

 ・採苗器

 クレモナ5号(60石3子撚)1把の長さ50m

 パーム50号445m

 ・種苗縄保護袋

 ビニールO.1皿回x48cmx65c皿容積35e

 ポリエチレン0.U6m川x50o皿x65cm415e

 ・」普義経過

 上記の口,蔭千しした成実葉をタルで漉足手を放出さビ,20分暖その胞子I液中に種苗誼を

 入れて胞子づけを行い,漉過海水で洗ってから保護袋に1把づつ収容し,ノ、3,5四層の・海水中

 中に吊下培養した。セの後毎日2回換水した1葎水用海水は〃20のミュラーガーゼ

 で漉過してから随用した。

 ・発芽経過

 10月2ア日5月抹値のもの。が芽胞俸となり12,14m川に生長した。伸上くをf足進

 するため保護袋から取出し,2皿帽に吊上げ充分な光、,泉を与えた。6月採駅⊃分ば記1一喝体

 時代である。

 12月11日一5刷采笛の糟には最高g皿m平均ア皿mソ)幼葉、,ミ」三一長したが,ヨゴレ。雑

 漢の付着も目立ち,ワカメ幼葉発芽にはムラが多い。6月採苗し。たものは0.7,2.2^1m

 となったが,ムラがある。袋から開放し垂下深度を1.5腕に浅くする。

 1月18臼一5月分は地i!1280囮,平均8.5cmとなり,鰻の売辻,裂葉・・)修成が行

 われているが幼葉は瞳苗紬15cmに1本の割合で少ない。6月分は平均2.3cmに伸長

 し最高発芽数ぱ2.5本/1c皿に達するが,全然発芽征み一ない東もあ6o親榔(.挺開養殖し。た。

,展開養殖

 匿碩縄数以上のように破苗縄の発芽がムラがあって実際・に展開養殖した.縄数は次のどお・り。.

 5用采苗パーム4束クレモナ1束
.計12束

 6月採苗パーム6束クレτナ1束

 親潴径go」]]のタコつぼ漁乗用[リわら越を2子撚りし、セものを使用した。魅苗碓

 ・⊃発芽・リ多いものは撚込み,少1,・も')1一:亡挟込みとして糾I純に施設したO

 ≡易ナ/1躯町,葛惚出先,水深H」叫㌧外NEに1軸して冬季の卒節風はさけられ潮流

 は約0・5山/・…でハ遮い/lころであろ。
 二寒ノ直一'j段別Lくのと.トり俄式ひ)立1本舳なZ一(平.1さ{恒.ヒした。
展.月月日37年1月18日
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第1図  筏配置と親縄施設

生長過程  約一1ケ月後の2月1ア日調査したところ,最高54c㎜,平均25C皿に伸

 長し,親縄に根をはっているが,水深別でけ4,5m層のものが生長良好であ

 る。葉の・先端部にHI着珪藻の着生がみられた。その後3月上旬から下句の間

 の各層別の平均伸.尖本は第2図のとおりである。

 ・収獲・

 ワカメ養殖の大きな利点である早期収獲,煎切採取げ行わなかったが,3月29日.に至・つ

 て末枯れが著しくなったため]せいに採取した。各水深毎の親縄5囮当りの収獲量は,

 1・5エロ層平・均gk9最高16.8k9最低3.8k9

 3皿犀亨49-8k9〃11.5k9ク5.3k9

 4m^脅〃8.5kg〃14.5kl=クZJkg

 となり、3m畑享が巌も好成干、葦を収めた,一.



 ・結果の検討

 この試験け胞子発芽体が他物に鰻占されて生残*の患い砧■」約を,人為的な管理rよって助

 長育成し・水市の立体的利バ=Iよ・つて生産性を壮める1俣昌であったが,値出竈として不」用で

 きろ数量か少なく満足た賃料けえら.れなかつ∴、この第1の閥だ点は游走・r・伺げずZ」時鮒が

 遅きに失したことで,4月下f上5刷手I舳(け牢施すべきで.ちろう。次に長度州1にわたり密

 栓容器内で培養するため,発芽体の生活に小足崎子が生じないか;一{,磁芋器から取出ナ時岬

 けいつヒ蘭が道半であろ{よく漁村す一も必要があ。Z。

 いずれにしてもワカメの人工着…領が可能であり,今後種蒔の培養,壁開養殖法の改良によ

 って育種も考えられ・叉水産研究会々員の関心を高めることが出来たのけ今後の養殖に興け

 んするものと信する。今1・附養殖施設数が少なく追及できなかったが,次年度は企業として

 成立つかどうか,経済効果について検'試してみたい。

(瀬戸口勇)
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